
、

灘
驚

》

ー

鐘☆2~''…郷士の先人長久保赤水に学ぶ☆'2~'3…こんにちは市民記書です鯉



’
今月のテーマは「郷土の先人、長久保赤水に学ぶ」です。

ほう がく せん

方角線の入った日本地図を発行
いのうただたか

伊能忠敬より46年前に完成



い せん

初めて緯線と
ながく ぼせきすい

鯏学の先鵬として趾史に不滅の足跡縦した長A赫水

悶
驚
臘
溌
鳶
職

繍野蕊溜
篭
辮
懸
蟻
鴬
鍛
蕊
蟻
鍛
蕊
篭
霧
黎
醗
毒
鱗
欝
瀞

§

＃
可
嚥
騨
熾
溌

０
漁
蕊
慰
特
ぷ
水

８
線
路
認
醐
荊
す
赤

１
弓
は
憾
雛
も
で
・

一
且
図
醗
柵
で
ど
た

Ｊ
烈
珈
猫
蝿
卑
ご
し

難蕊潔》水ぢ砿抵臘しし一

赤
あ
だ
Ⅷ
国
残
に
ラ

保
南
も
空
の
オ
の
セ

琢
離
踊
錨
減
蛾
郡

ぶ
悪
行
粋
興
篭
民
蚕

識
織
鍛
誇
辮
辨

に
、
晶
可
、
唖
山
量
年
年
舞

鶴
癖

溌亙燕
#灘識

篭
瀞
薄
朝
蔦
鼠
』

＃
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二垂極言1 )テーマはi郷土の先人、長久保赤水（

溌蕊議蕊
国地図も書く

蕊・地理学(特に地

を祖とする教え、

、農政論と大き

蕊

藍蕊穏貯

鍛
繍

§癖f職鱗
誰
詩
暉
ｆ

姉
咄
響
津

晶
馳
搦
撰

蕊
騨
識
塩
鍔
綿
〉
黙
融

饗
錨
串
“
《
罰
串
串
罫

君
出
癖
弱
ア
聖

蕊
部
竃

総
評
綴

爵
壇
離

Ｊ
韓
彰
設
晶

蝿
挙
鱒
畢

（
篭
…
虞

串
齢
竃
酪

勘
“

（
縄
嘩
畢
弔

曇
、
１

門
鞘
＄

蝿
溌
廻

韓
噛
鼬
〕

部
慰

､tu]

鵜できます。

をしながら儒学を中心に学び、

ため、 日本地図だけでなく世界

います。儒学者としての赤水は、
ご

､礼､智､信」を図解的にした｢五

2んこぐ

南国漂流物語」 「清蹉(せいさ）
しています。

を写真で見てみましょう。

蕊撚蕊蔑

蕊灘蕊
戦環

#鵠

ー

名は
主の

めま
1:ナァ
レ／/､一○

零

磯
懸
蕊

一一」

冊
叩
灘
写

岬
岬
錐

蕊
平
熱

誌
噸
、
、
“

袖
蛎
銀
か
轡

浄
鋤
鋒
一

．
認
靭
に
‐

蔦

堯

溌
職灘
鍛灘 蕊￥

ー

苓澆

溺罐……毒……

人（長崎行役日記の挿絵から｡）

赤水の肖像画 80歳ころの赤水
きょうしよ

(立原杏所が描く｡）

磯

銘
幕
〃
猿
蕊
嬉
乙

羅
奄
潔
蕊
造
称
琴

讓
蕊
ゑ
塗
溌
蕊
蕊
壬
》

籍
發
愛
寒
軽
軽
議
癖

晶

壬

謡

鍔

辨

毒

晶

、

》

蓉

誕

、

一

《

一

棒

鍔

一

罫

、

一

一

￥

一

一

、

一

甥

、

、

』

晶

罐

、

、

誠

塞

一

躍

一

、

《

『

…
串
宅
串
串
学
ｆ
串
串
』
蝿
貼
暉
常
ｆ
薄
沁
革
域
狗
胤
泌
驚
蕊
砿
通
る
無
慾

いぼ<

赤水の渭墨潰墨は筆跡や人がらなどがわかります。
こと-〕くき ごと

寿は南山の如く福は東海に似たり （長寿を祝う言葉です｡）

秋山中学校の左か
美さんも夏休みの
の先人、長久保赤 勧善勧善と勧学のふたつがあり、

どちらも中国の儒教の影響を受けています。 (I>



世界地図や中
長久保赤水の業績は､天文

こつ し

理学史上の貢献)､儒学(孔子
しゅ レ カイく

赤水は朱子学を中心に学ぶ｡)

〈3つに分けて考えること力

赤水は60歳まで、赤浜の地で農業と学唐

その上に天文学や地理学を学びました。こα

地図や中国地図、中国歴史地図なども言いて

儒教で人の常に守るべき5つの道徳、 「仁､義
じょうず せつ じゅ"出つの-<人

常図説」や「儒仏弁」なども著わしています
と寺』錦一〕 華こう こうえき お人

また､｢東奥紀行」や「長崎行役日記」 「安

唱和集」 「農民漠苦」などの本もたくさん蕊
この4， 5ページでは、 これら赤水の偉業

一

芙蒙書闘莎庶民むけの星座案内書､こ
らL,

のほか初級の暦学の普及版ともいえる禮
きおつせL,

記王制地理図説も書いています。

世界地図（改正地球芳薗全図）江戸時代後期の世界を知るのに役立つ庶民むけのものです。
大判113×157センチ、中判80×121センチ、小判16×32センチ

いI塗<

人生訓赤水のこめ遺墨は、赤水の子孫だけでなく、今の

人たちにも参考になります。
かいしんL§ bごf｝

読み方は廻文式（千鳥読み）です。
い心に心 【 ｵいけ八､ jh

一日の計は鶏'1'3に在し) 。
<オL

鶏鳴に起きざれぱ藤に及んで悔ゆ。
ひとつき きくたん

一ﾉ]の計は朔LI_に在'ﾂ ,．
けい＆､

朔| |・に礼せざれば敬義に'|1'"。

－版の計は|場春に在り。

｜場森に111:さざれぱ秋後に悔ゆ･

一生の計は幼年に在I)o

幼年に学ぱざれぱ老に至って悔ゆ。

8 1歳赤水害(W]B_とは､ついたちのilﾘ|のことです｡）

球
簿
癒
態
態
蕊

…

]q rP乃
恥鞆 h糟

i晋醐

穂

磯
#

月5 『骸
§ 凸 弼馬､

＃發
蒋穂

〆

§＃
ず

蝿§

』

報

馴＊

ー

難鳥

聯テ

…
率
：

…

－琴犀苓罵雲参筆蕊夢塞奔で秀奪

唱吟へ
当lタ

己の挿絵から｡)中国船と中国人のようす（長崎行役日
》
鷺

灘

肇寧護

たくさんの本を手にした
ら畑山永里さんと根本里
自由研究で「高萩の文化
水」に取り組みました。

けいてんごうち だいしん.こうよ

中国地図（経天合地大清広輿図）中園今十を1枚の地図にまとめました。
大判189×186センチ

；

安南国（ベトナム）漂流図磯原の水
夫たちが流された漂流図です。

識
群
ぷ
ふ
恥
甥
礎
》
》
》
》
》
》
》
》
《

篭

陣 舗嶺 排

とうどれきだいし申うぐん

中国歴史地図（唐土歴代州郡沿革地図） 13図からなり中国の歴史を知るのに庶民にも好評でした。
しようかそんじ叩く

3回発行され各藩や吉田松陰の松下村塾でも教科書として使われました。 34.5×20センチ⑤



今月のテーマはI~郷土の先人、長久保赤水に学ぶ_'です。
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擬

灘
鰄
識
識
蕊
鱗
識
識
騨
蕊
識
蕊
難
鐵
議
灘
蕊
謹
霧
》

撫
率
螺
識
蝿
識
鶴
灘
灘
織
鯵
鍛
識
蕊
蕊
議
蕊
溌
議

i蕊
〆

恥‘
炉メリ ‘

農民から水戸藩主§
零

（殿様）
はる もり

徳川治保の先生に

蕊
蕊
溌
鐸
蕊
織
灘
嬢
羅
蕊
灘
識
辮
溌

蕊
蕊
溌
嬢
獺
蕊
蕊
癖
蕊
識
鴬
懲
蕊
鴬
脅
癖
蕊
》蕊

紙
芝
居
を
見
る
み
ん
な
の
辮

顔
も
真
剣
で
す
藤

七
ペ
ー
ジ
の
写
真
、
松

岡
中
学
校
の
二
人
が
、
こ

の
ほ
ど
、
松
岡
小
学
校
の

四
年
一
組
と
二
組
を
訪

れ
、
教
室
で
こ
の
紙
芝
居

を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た

そ
の
模
様
を
市
の
広
報

ビ
デ
オ
編
集
委
員
が
撮
影

し
て
、
市
内
の
小
・
中
学

校
に
教
材
と
し
て
配
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
す
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

中学生の紙芝居で赤水の歴史紹介 縛
騨
灘
蕊

－…尾,頚了罰宗,段f,=N

1

灘雛蕊
①
高
萩
市
の
赤
浜
生
れ

←､

､ｰ

雛

薄薄鍵識蕊蕊蕊溌騨識鱗鍛燕 撒韓燦蕊撫溌鱗蝋蟻灘蕊撫職職織鱗鐡難鶏鱗溌難織潔

①
赤
水
は
、
今
か
ら
二
七
五
年
前
の
江

き
ょ
う
ほ

戸
時
代
の
中
期
、
一
七
一
七
（
享
保
二

年
）
に
、
赤
浜
の
農
家
の
長
男
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
赤
水
が
三
歳
に
な
る
ま

で
に
、
肉
親
に
死
に
別
れ
、
養
母
に
助

二
月
六
日
は
何
の
日
だ
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？
そ
れ
は
、
長
久
保
赤
水
の

誕
生
日
で
す
。
赤
水
は
江
戸
時
代
に
生

ま
れ
、
農
民
か
ら
武
士
に
な
り
、
し
か

ｗ
し
や
」
ス
ノ

も
、
水
戸
六
代
藩
主
徳
川
治
保
の
侍
講

（
先
生
）
ま
で
勤
め
ま
し
た
。
ま
た
、

赤
水
は
、
農
民
の
た
め
に
農
政
改
革
も

実
現
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
赤
水
の
生
い

立
ち
や
功
績
な
ど
を
松
岡
中
学
校
の
二

人
が
紙
芝
居
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
こ
の
紙
芝
居
を
中
心
に
赤
水

の
歴
史
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

ろ
ん
ご

三
四
歳
で
論
語
を
教
え

次
第
に
有
名
に

②
松
岡
七
友
（
七
賢
人
）

け
ら
れ
な
が
ら
、
農
業
と
学
問
に
励
み

ま
し
た
。
赤
水
は
こ
の
時
、
農
民
の
苦

し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
馬
の

た
ず
な
を
と
り
、
田
を
耕
し
な
が
ら
、

本
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
話
が
残
さ
れ

て
い
る
ほ
ど
勉
強
し
ま
し
た
。

肉
親
に
先
立
た
れ
た
赤
水
は
、
よ

く
、
海
辺
で
星
を
見
上
げ
、
宇
宙
の
神

秘
に
つ
い
て
心
を
め
ぐ
ら
せ
、
や
が

て
、
そ
の
探
求
心
が
真
理
追
求
、
学
問

の
道
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

げ
ん
じ
ゆ
ん

②
一
六
歳
で
下
手
綱
の
鈴
木
玄
淳
（
大

変
優
れ
た
医
者
で
、
郷
士
の
子
弟
教
育

に
尽
く
し
た
人
）
の
塾
で
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
こ
こ
で
赤
水
は
、
松
岡
七
友

（
七
賢
人
、
赤
水
も
そ
の
一
人
）
と
巡

り
会
い
グ
ル
ー
プ
学
習
を
続
け
る
幸
運

に
出
会
い
ま
し
た
。

一
九
歳
に
な
る
と
、
水
戸
の
有
名
な

ー

と
う
お
う

③
東
奥
紀
行
の
旅

、〆

な
ど
や
な
ん
け
い

名
越
南
渓
か
ら
勉
強
を
教
わ
り
、
今
で

い
う
通
信
教
育
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受

け
ま
し
た
。

す
で
に
、
三
四
歳
で
、
今
の
福
島
県

い
わ
き
市
に
招
か
れ
て
論
語
な
ど
を
教

え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
水
が
三
七
歳

の
時
、
松
岡
七
友
が
水
戸
藩
か
ら
表
彰

さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
次
第
に
、
赤
水

の
名
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

こ
》
つ
え
冬
匡

④
長
崎
行
役
の
旅

ノ
F

し

⑥

患

憲憲 …

…』 ｰﾅ蟻
I 一議

け
ん
じ
ば
ん

鈴
木
玄
淳

み
ち
の
り

福
地
充
宣

へ
い
シ
も
つ

柴
田
平
蔵

ゆ
う
せ
い

朝
日
祐
誠

ゆ
う
け
ん

大
塚
祐
謙

か
ず
し
げ

大
塚
一
成

長
久
保
赤
水

医
師
医
師
農
業
修
験
修
験
医
師
農
業
者者

十
王
町

十
王
町

北
茨
城
市

日
立
市

北
茨
城
市

北
茨
城
市

高
萩
市
赤
浜

名

迦

明
『
副
同
定
二
Ｆ

出
身
地

松
岡
七
友
（
七
賢
人
）

蕊蕊 難

罰

蕊溌

総驚



》
わ
か
り
や
す
い
紙
芝
居

》
一
》
講
蕊
鍵
溌
蕊
謹
謹
議
慧
諺
蕊
蕊
霊
蕊

お
も
し
ろ
く
て

Ｆ

》

》
》
一

元
松
岡
中
学
校
校
長
の
松
本
寿
夫
先
群藤

生
（
上
手
綱
）
の
と
こ
ろ
へ
夏
休
み
の
》輪
》

自
由
研
究
を
教
わ
り
に
い
き
、
そ
こ
で
癖辮

赤
水
の
紙
芝
居
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
見
識鎌

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
お
も
し
撫患識

ろ
く
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
約
鍛織

一
か
月
か
け
て
私
た
ち
も
作
り
ま
し
た
。
認螺

赤
水
は
、
肉
親
を
早
く
亡
く
し
な
が
ら
、
》辮砕

く
じ
け
ず
に
勉
強
し
、
努
力
を
し
て
偉
辨恥灘

い
人
に
な
っ
た
の
で
、
と
て
も
す
ご
い
職

と
思
い
ま
す
。
…
息
職
撫
辮
謝

じ
ゅ
ん
こ

左
か
ら
佐
久
間
純
子
さ
ん
、

あ
び
こ
ひ
と
み

安
彦
仁
美
さ
ん
（
松
岡
中
学
校
一
年
）

蕊蕊f
織篭漂

識
賢郡謹晋

辮爵
蕊盟蕊
擢蕊醗

#；霧

③
四
四
歳
の
時
、
東
北
地
方
に
旅
を
し

ま
し
た
。
磁
針
器
で
方
位
を
調
べ
、
宿

で
地
理
や
歴
史
を
聞
い
て
歩
き
、
後
に

Ｌ
号
つ
み
毎
つ

「
東
奥
紀
行
」
と
い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。

ば
し
ょ
う

松
尾
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
と
ほ
ぼ
同

じ
コ
ー
ス
を
歩
き
、
高
萩
市
の
友
好
都

市
山
形
県
の
新
庄
市
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

一
七
六
五
（
明
和
二
年
）
一
○
月
、

磯
原
村
の
水
夫
た
ち
が
嵐
に
あ
い
四
三

あ
ん
な
ん
こ
ぐ

日
間
漂
流
の
末
、
安
南
国
（
今
の
ベ
ト

ナ
ム
）
に
漂
着
し
、
約
一
年
半
後
に
中

国
船
で
長
崎
に
帰
国
し
ま
し
た
。

④
磯
原
村
の
水
夫
た
ち
は
、
取
り
調
べ

の
結
果
、
無
罪
と
な
り
、
磯
原
村
の
庄

屋
の
代
理
と
し
て
、
水
戸
藩
か
ら
赤
水

た
ち
が
長
崎
行
を
命
じ
ら
れ
、
長
崎
奉

行
所
で
水
夫
た
ち
を
引
き
と
り
ま
し
た
。

⑤
長
崎
に
滞
在
中
、
赤
水
は
中
国
人
と

漢
文
で
筆
談
し
、
海
外
の
事
情
を
間
い

中
国
人
と
筆
談

⑤
中
国
人
と
筆
談
す
る

武
士
に
な
る

し
て
た
り
、
漢
詩
を
交
換
し
て
交
流
を
図
り
徳
川
治
保
三
九
歳
）
の
先
生
に
な
り

ー

ま
し
た
。

⑥
後
贋
中
国
人
と
詩
の
や
り
と
り
を

し
ん
さ

ま
と
め
た
「
清
様
唱
和
集
」
や
漂
流
者

あ
ん
な
ん
こ
ぐ

か
ら
話
を
聞
き
「
安
南
国
漂
流
物

こ
』
つ
え
き

語
」
、
「
長
崎
行
役
日
記
」
な
ど
を
本

に
し
ま
し
た
。
中
国
人
と
筆
談
し
た
話

は
た
ち
ま
ち
広
が
り
、
こ
れ
を
知
っ
た

水
戸
藩
で
は
、
赤
水
の
学
者
と
し
て
の

》
」
』
ワ
ー
』

力
に
驚
き
郷
士
格
と
い
う
武
士
の
身
分

を
与
え
ま
し
た
。

赤
水
の
名
声
を
天
下
に
高
め
た
の

は
、
二
○
余
年
か
け
た
日
本
地
図
の
完

成
で
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
資
料
を
集

は

め
、
障
子
の
上
に
貼
っ
た
日
本
地
図
に

熱
心
に
書
き
入
れ
、
何
度
も
訂
正
を
加

え
て
一
つ
の
地
図
に
ま
と
め
ま
し
た
。

地
図
を
完
成
さ
せ
た
二
年
後
の
、
六

一
歳
の
時
、
赤
水
は
水
戸
の
六
代
藩
主

死
罪
覚
悟
で
農
民
の

苦
し
み
を
訴
え
る

⑥
藩
主
の
先
生
に
な
り
江
戸
に
住
む
⑦
藩
主
に
農
民
疾
苦
を
上
書
し
ま
し
た

ま
し
た
。
農
民
の
子
ど
も
が
殿
様
の
先

生
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
小
石
川
の
水
戸

藩
邸
（
今
の
東
京
ド
ー
ム
や
後
楽
園
庭

園
も
含
み
ま
す
。
）
に
は
、
た
く
さ
ん

の
人
が
勉
強
を
教
わ
り
に
き
ま
し
た
。

⑦
赤
水
の
偉
大
さ
は
、
地
図
だ
け
で
な

く
常
に
農
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
考
え

て
い
た
こ
と
で
す
。
藩
主
の
先
生
に
な

っ
て
す
ぐ
に
、
翌
年
、
死
罪
を
覚
悟
で

農
民
の
苦
し
い
生
活
ぶ
り
を
訴
え
る

し
つ
く

じ
よ
』
つ
し
よ

「
農
民
疾
苦
」
を
治
保
に
上
書
（
差
し

出
）
し
ま
し
た
。
藩
主
治
保
は
、
こ
れ

に
よ
り
農
政
を
改
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
戸
藩
の
大
事
業
の
「
大

日
本
史
」
の
地
理
志
編
集
に
も
従
事
し

ま
し
た
。
晩
年
、
赤
水
は
子
孫
に
家
訓

や
人
生
訓
な
ど
を
残
し
、
一
八
○
一

（
享
和
元
年
）
数
え
年
八
五
歳
で
郷
里

の
赤
浜
に
永
眠
し
ま
し
た
。

ー

し

塞
Ｆ
九
歳
吟
味
詫
歳
壺
拙
紅
で
死
亡
》

蕊
一
○
歳
父
が
後
妻
の
威
（
し
げ
、
み
な
）
灘

識

蕊

二
七
歳
を
迎
え
る
。

識

鍬
浄
蝋
撰

轆
撫
睦
撫
鯛
郷
繩
評
鮴
息

溌
二
三
歳
妻
の
順
、
二
一
歳
と
結
婚
す
る
。
驚

溌
ろ
ん
ご
辮

稚
三
四
歳
今
の
福
島
県
い
わ
き
市
に
招
か
れ
論
語
蝿

を
教
え
る
。雛
識
離

識
三
五
歳
日
本
地
図
を
書
き
始
め
る
。

織
三
七
歳
松
岡
七
賢
人
が
水
戸
藩
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。
恥

辮
獄
と
う
お
う
辮
辮

瀦
鍜
騒
騒
雛
鯏
謬
．
”灘鰯

辮
五
一
晟
水
一
戸
藩
郷
士
格
（
武
士
）
と
な
る
。
灘

ご
う
し
か
く

職

一
恕
一

＃

は
る
も
り

⑦



今月のテーマはr郷士の先人、長久保赤水に学ぶ」です

赤
螂
蕊
蕊
蝿
蕊
誇
ｒ
て
？

赤
水
は
郷
土
の
た
め
に

尽
く
し
た
人

稲

中

お
答
え
進
ま
す

曇
長
久
保
赤
水
の
立
像

の
疑
調
に

～

Ｑ
赤
浜
出
身
の
有
名
な
人
が
い
る
の
で

左
の
三
人
が
「
長
久
保
赤
水
の
一
生
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
赤
水
は
農
民
の
た

め
に
尽
く
し
た
人
と
聞
き
ま
し
た
が
？

続
い
て
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
取

り
組
ん
だ
市
内
の
中
学
生
の
赤
水
に
対

す
る
疑
問
な
ど
を
赤
水
の
研
究
を
さ
れ

て
い
る
茨
城
大
学
名
誉
教
授
で
市
の
文

せ
や
よ
し
ひ
こ

化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
瀬
谷
義
彦
さ

ん
を
始
め
、
専
門
家
の
み
な
さ
ん
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
三
一
六
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
（
表
一
）
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

雛灘嫁
君 f'ず､ 』 〆

赤
水
は
農
民
の

た
め
に
尽
く
し
た
人
ワ

くまもとのぶひろ たくのり

左から隈元信浩さん､鈴木卓憲さん
ならさぎ

楢崎実さん （松岡中学校一年）

（
）

Ａ
ア
メ
リ
カ
の
元
日
本
駐
在
大
使
ラ
ィ

シ
ャ
ワ
ー
氏
が
茨
城
大
学
を
訪
れ
た
時

に
、
茨
城
の
歴
史
に
つ
い
て
一
五
分
ほ

ど
お
話
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
に
私
は
、
長
久
保
赤
水
の
こ
と
を

お
話
し
ま
し
た
。
「
農
民
出
身
の
農
民

学
者
、
赤
水
は
学
問
で
す
ば
ら
し
い
業

ご
』
ワ
ー
レ

績
を
残
し
、
郷
士
に
取
り
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
」
と
説
明
す
る
と
大
使
は
、

「
郷
士
と
は
何
で
す
か
。
」
と
質
問
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
「
郷
士
と

は
庶
民
に
武
士
と
同
じ
待
遇
を
与
え
る

こ
と
で
、
土
佐
の
坂
本
竜
馬
も
そ
の
一

人
で
す
。
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。
大

使
は
説
明
が
終
わ
る
と
「
封
建
時
代
の

日
本
に
も
こ
の
よ
う
な
人
が
い
た
の
で

す
か
。
」
と
大
変
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

農
民
の
生
活
向
上
の
た
め

不
合
理
を
改
め
さ
せ
た

‐

」

Ｉ

則

Ⅶ

Ｊ

１

ノ

ノ

喜

夛

ｒ

ｊ

Ｊ

・

１

，

頁

噌
噌
噌
喝
も
噌
噌
を
喝
喝
噌
噌
噌
喝
ｆ
噌
喝
ｆ
§
§
§
蜂

…
Ｉ

赤
水
は
農
民
の
出
身
で
あ
り
な
が

ら
、
努
力
し
て
学
者
と
し
て
の
優
れ
た

業
績
を
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
常
に
農

民
の
立
場
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
農
政

改
革
を
命
が
け
で
藩
、
王
に
訴
え
て
、
農

民
生
活
の
向
上
の
た
め
藩
に
不
合
理
を

改
め
さ
せ
ま
し
た
。

私
は
、
大
学
の
卒
業
論
文
の
中
で

も
、
赤
水
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
み
つ
ノ
、
に

水
戸
学
を
勉
強
し
て
い
て
、
水
戸
光
圀

ゆ
う
こ
く

に
始
ま
り
藤
田
幽
谷
、
そ
し
て
、
徳
川

な
り
あ
き

斉
昭
へ
と
幕
末
ま
で
続
く
水
戸
学
、
そ

の
中
で
も
幽
谷
は
水
戸
学
を
大
成
へ
導

い
た
人
物
で
す
。
そ
の
幽
谷
の
勉
強
ぶ

り
、
才
能
を
見
い
だ
し
た
の
が
赤
水
で

す
。
そ
の
意
味
で
も
赤
水
は
、
水
戸
学

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
こ
の
幽
谷
も
商
人
の
家
に

生
ま
れ
、
赤
水
と
同
じ
に
取
り
立
て
ら

れ
た
一
人
で
す
。

ー

蕊
A
EJ

瀬谷義彦さん(日立市）

PE習廻IgpggP勲ﾐﾙ"QF噌喋"柴"SQFQ黎声EP"1§p劉酔ﾐig"貿辮

一
郷
赴
恥
疏
叩
へ
韓
搾
榊
唾
辱
嶬
僻
娠
岬
純

一

口
県
の
先
人
と
し
て
も

選
ば
れ
て
い
ま
す

茨
城
県
教
育
庁
文
化
課

ま
こ
と

係
長
石
塚
眞
さ
ん

昭
和
五
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
県
の

す 氏
砺
爵
韓
踊
唖
職
藍
斑
憩
Ｊ
睡
掘

》

ゴ

ー

ご

串

“

痕

声

嘩

貼

ｆ

課

串

痙

吋

Ｌ

科

山

場

ざ

軸

祷

岬

乎

窪

唾

》

知

“

曇

一

睡

灘

咄

》

》

串

口

》

岬

』

》

》

鍔

稚

貼

、

》

“

一

貼

《

碑

榊

趣
遥
迩
趣
牌
砥
燕
迩
遮
織
秘

岬

“

、

“

融

雪

一

輪

群

、

一

叩

吋

繰

鎧

一

舜

職

》

叩

》

評

や

岬

缶

『

禅

医

‐

》

、

心

謬

沁

群

‐

鍔

、

、

織

痒

一

望

端

一

癖

Ｊ

一

『

‘

駒

御

必

怠
蝉
蹴
淫
鐵
鶴
織
癖
懲
継
織
難

串

串

叩

ｌ

呼

貼

凡

砧

Ｌ

Ｊ

り

ｆ

ｌ

砧

串

騨

叩

叱

串

中

串

貼

Ｊ
吋
肌
い
》
ｆ
叩
“
財
ｗ
』
叫
知
封
剴
叩
齢
抑
壗
鰯
Ｊ
捧
嗽
〉
辮
斡
い
無
い
恥
必
狸
職
認
叩
撫
、
『
設
叩
韻
、
叩
聰
、
設
延
中
Ｌ
剴
軸
Ｌ
、
叩
叩
、
叩
坪
脚
韻
鞠
、

いI

；
一
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（表1 ）

316人に聞きましたアンケートの結果
（平成4年9月17日から30日に実施）
このアンケートは、市内の小学4年生と中
学2年生から各lクラスずつお願いしまし
た。また、一般は中央公民館を利川されてい

るみなさんにお願いしました。全体として年
齢の低い人が多くなってしまいましたが、赤
水については日本地図を作った人ということ
以外、わからないという結果が出ました。

I

1赤水を知っていますか
葡
、
鄙
４
１
１

ｆ

・
ｊ
ｊ
Ｆ

イ

｜
乳

1
人1小学4年生146人 1…26人2…120人

（17.8％） （82‘2％）

中学2年生109人 1 ．． ．70人2…39人

（64.2％） （35.8％）

－ 般 61人 1…49人2...12人

（80.3％） （19.7％）

Ａ
明
治
に
な
っ
て
、
新
し
い
政
府
が
で

き
て
、
西
洋
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

科
学
万
能
主
義
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
江
戸
時
代
の
赤
水

の
地
図
は
、
実
測
し
て
い
な
い
の
で
科

学
的
に
価
値
が
な
い
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
教

１
１

Ｑ
私
も
「
地
理
学
者
長
久
保
赤
水
」
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
、
偉
大

な
赤
水
が
中
学
生
の
教
科
書
に
載
っ
て

い
な
い
の
か
と
て
も
不
思
議
で
す
？

儒
学
の
究
極
の

目
的
は
善
政
を

行
わ
せ
る
こ
と

蕊識職驚, ｜

爵蕊WJ
な
ぜ
赤
水
は
教
科
書
に

載
二
い
な
い
④
〉

｜ ’ ’ T 一__

300人
0 100 200

2赤水は何をした人か知っている
だけ書いてください

（145人中)複式回答です。

①日本地図を作った 97人（66.9％）
②名前だけ知っている 37人（255％）
③赤浜出身の人 25人(172%)
④学者（地理) 16人(110%)
⑤水戸藩徳川家に仕えた10人(69%)
⑥水戸藩主の先生 6人（4. ］％）
⑦世界地図を作った 3人( 2. 1%)
③儒学者 3人(21%)
⑨中|卦地図を作った 2人( 1．4%)
⑩東奥紀行を出版 2人(L4%)
○各一人ずつ（一般）
＊中国歴史地図を作った

＊七賢人の一人

＊漢学、農政学者

＊｢農民疾苦｣ほか著書数冊
＊｢農民疾苦｣を上書して訴える

＊「長崎行役日記｣を書く
＊人生訓がある

＊自画像がある

一

ー

科
耆
に
は
伊
能
忠
敬
の
実
測
地
図
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
に
役
立
っ
た
赤

水
地
図
や
人
間
赤
水
の
こ
と
が
、
余
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宣
伝
が
足
り

な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ど
や
な
ん
け
い

赤
水
は
、
少
年
時
代
に
名
越
南
渓
か

ら
、
何
の
た
め
に
学
川
を
す
る
の
か
、

』
』
具
Ｊ
１
し

そ
の
Ｈ
的
を
教
わ
り
ま
し
た
。
孔
子
の

教
え
に
も
と
づ
く
儒
学
の
究
極
の
目
的

ＴＩ 趣

浜）

実
測
し
な
い
で
、
ど
う
し

手
一
て
地
図
が
書
け
た
の
？

一
Ｑ
ぼ
く
た
ち
も
「
長
久
保
赤
水
の
生

言
》
涯
」
を
調
べ
ま
し
た
が
、
日
本
地
図
は

、
一
実
測
し
な
い
で
ど
う
し
て
言
け
た
の
？

は
、
支
配
体
制
内
に
入
っ
て
、
為
政
者

に
善
政
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

農
政
改
革
を
始
め
、
農
民
出
身
の
赤

水
は
、
こ
の
孔
子
の
教
え
を
一
生
の
中

で
実
践
し
た
と
い
え
ま
す
。
赤
水
は
、

学
ん
だ
学
問
や
知
識
を
生
か
し
て
、
よ

い
政
治
を
水
戸
藩
主
に
行
わ
せ
る
こ
と

が
あ
る
程
度
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
赤
水
の
一
生
は
ま
ち
づ
く
り

の
お
手
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
松
岡
七
友
の
力
も
大
き
な
も
の

で
し
た
。
赤
水
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
郷

士
の
み
な
さ
ん
の
援
助
を
受
け
て
い
ま

す
。
赤
水
は
、
郷
土
を
大
切
に
し
な
が

ら
庶
民
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
人
物

と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ー

‘患乳韻､

きゃまゃすひろ

左から喜山泰敬さん、
かまたきよたか

鎌田清責さん(高萩中学校一年）

赤
水
の
碑
文
に

ひ
じ
ち
ょ
う
も
く

飛
耳
長
目

よ
り
ひ
ら
せ
ん

Ａ
松
平
頼
救
の
撰
し
た
赤
水
の
墓
の
碑

文
に
、
飛
耳
長
目
（
遠
く
の
こ
と
を
良
く

見
聞
き
す
る
耳
目
・
物
の
観
察
に
鋭
敏

な
こ
と
・
）
と
い
う
語
が
あ
り
ま
す
。
赤

水
は
、
こ
の
語
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
活
用
し
て
日
本
地
図
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。

く
に
え
ず

た
と
え
ば
、
従
来
の
国
絵
図
を
総
合

し
ぷ
か
わ

し
て
作
っ
た
日
本
総
図
に
渋
川
（
安
井
）

は
る
み

春
海
の
発
表
し
た
緯
線
を
採
用
し
て
、

画
期
的
な
地
図
を
作
り
発
行
し
て
い

ま
す
。
赤
水
は
、
す
で
に
世
界
地
図
も
見

て
い
た
し
天
文
学
の
勉
強
も
し
て
い
た

の
で
、
北
極
星
に
よ
っ
て
緯
度
が
わ
か

る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
世
界
地
図
も
イ
タ
リ
ア

人
の
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
地
図
や
ジ
ュ

し
ょ
く
ほ
う
が
い
き

リ
オ
・
ア
レ
ー
の
「
職
方
外
記
」
な
ど
の

資
料
を
も
と
に
日
本
式
に
編
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
中
国
地
図
も
、
赤
水
は
漢

文
の
多
く
の
漢
籍
に
よ
る
知
識
を
活
用

し
、
中
国
の
地
図
や
歴
史
地
図
も
作
り

ま
し
た
・
こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
世
界

の
状
況
や
そ
の
こ
ろ
の
文
化
の
中
心
地
、

中
国
の
理
解
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

熱
灘

§
霞

… 壁

'
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一マは「郷土の先人、長久保赤水に学ぶ」今月のテ す

織 今
ま
で
見
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
赤

水
は
、
た
だ
地
図
を
作
っ
た
だ
け
で
な

く
、
優
れ
た
学
者
で
も
あ
り
、
ま
た
、

農
民
の
暮
ら
し
を
助
け
た
り
、
人
間
と

し
て
も
大
変
偉
大
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
今
ま
で
は
、
小
・
中
学
校
の

学
校
の
授
業
で
赤
水
は
、
あ
ま
り
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
の
橋
本
昭
指

導
課
長
と
小
・
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
い
る
先
生
た
ち
に
も
お
話
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
は
ば
た
く
高
萩
」
で

一
一
月
に
学
習
し
ま
す

小
学
校
三
・
四
年
生
の
社
会
科
の
学

習
で
使
う
副
読
本
「
は
ば
た
く
高
萩
」

し
自
ら
調
べ
学
ぶ
力
を
育
て
る
た
め
、
身

近
な
教
杙
と
し
て
、
今
回
か
ら
赤
水
を

学
習
し
ま
す
。

地
域
を
愛
す
る
心
を
育
み
た
い

鷺 橋
本
昭
指
導
課
長

』

篝 学
校
教
育
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
赤
水
を

ど
う
取
り
上
げ
学
ん
で
い
く
か

誰
逓
巽

謹

（
高
萩
市
教
育
委
員
会
発
行
・
改
訂
三

版
、
平
成
二
年
度
以
降
の
配
布
分
）
に

妾
ロ
ト
全
島
ノ
レ
」

ひ
と
び
と

新
た
に
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た
人
々

と
し
て
長
久
保
赤
水
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
四
年
生
が
二
月
ご

ろ
に
学
習
す
る
も
の
で
、
，
郷
土
を
開

い
た
人
々
‐
の
中
に
出
て
き
ま
す
。
村

や
田
畑
を
開
い
た
先
人
の
努
力
や
苦
労

を
高
田
用
水
な
ど
の
調
査
を
通
し
て
学

び
、
こ
の
授
業
の
ま
と
め
と
し
て
、
日

本
の
文
化
の
発
展
に
尽
く
し
た
郷
土
の

誇
る
人
々
の
中
か
ら
長
久
保
赤
水
に
焦

点
を
当
て
て
調
べ
ま
す
。
今
か
ら
二
○

○
年
以
上
も
前
に
比
較
的
正
確
な
日
本

地
図
を
作
っ
た
業
績
を
始
め
、
人
間
赤

水
か
ら
今
の
私
た
ち
も
、
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

国
際
化
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、

学
校
教
育
で
も
、
諸
外
国
の
人
々
の
生
活

や
文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

日
本
の
文
化
と
伝
統
を
大
切
に
す
る
心

の
育
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
材
と
し
て
の
赤
水
は
、
農
業
の
か

た
わ
ら
学
問
に
励
み
、
農
民
の
味
方
と

し
て
生
活
し
な
が
ら
天
文
学
な
ど
も
修

め
た
学
者
と
し
て
そ
の
考
え
方
は
広

く
、
世
界
地
図
も
発
行
す
る
な
ど
、
ま

さ
に
国
際
的
な
資
質
を
持
っ
た
偉
大
な

先
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
偉
業

を
学
習
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
生
き
方

I

（
）

を
追
求
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
地

域
を
愛
し
、
地
域
社
会
の
発
展
を
願
う

心
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

郷
土
の
先
人
を
手
本
と
し
た
学
習

は
、
小
学
四
年
生
だ
け
で
な
く
、
四
・

五
・
六
年
生
の
地
理
、
六
年
生
の
歴
史

や
道
徳
、
中
学
校
の
二
年
生
の
歴
史
の

授
業
な
ど
を
始
め
、
自
由
研
究
な
ど
で

小
・
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
市
民
ぐ
る
み

で
生
涯
学
習
社
会
の
生
活
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

こ
れ
は
赤
水
だ
け
で
な
く
、
他
の
先
人

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

高
萩
小
学
校
の
四
年
生
担
任
の
鈴
木

秀
子
先
生
は
、
「
本
校
は
歴
史
民
俗
資
料

館
が
近
い
の
で
、
赤
水
の
地
図
や
具
体

的
な
展
示
資
料
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に

実
際
に
見
学
さ
せ
た
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
の
山
本
千

恵
先
生
も
、
「
一
○
年
ぐ
ら
い
前
に
、
市

の
道
徳
部
の
先
生
が
、
『
農
民
疾
苦
』
の

中
か
ら
、
農
民
の
苦
し
さ
を
訴
え
た
赤

水
を
、
道
徳
の
授
業
で
教
材
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
郷
土
の
先
人

で
あ
る
人
間
赤
水
の
生
き
方
や
魅
力
を

素
材
に
し
て
道
徳
の
教
育
を
し
ま
し
た
」

と
以
前
か
ら
赤
水
を
教
材
と
し
て
利
用

し
て
い
た
こ
と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
先
生
の
話
を
ま
と
め
て

み
ま
す
と
、
「
三
・
四
年
生
か
ら
地
図

赤
水
の
展
示
資
料
を

子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
い

門
を
授
業
で
使
う
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の

地
図
へ
の
関
心
は
と
て
も
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
各
学
校
に
赤
水
の
地
図

（
複
製
）
が
あ
れ
ば
、
授
業
の
き
っ
か

け
づ
く
り
、
現
在
の
地
図
と
の
比
較
の

中
で
、
か
な
り
学
習
の
効
果
は
高
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
今
、
赤
水
地
図
は
、

松
岡
中
学
校
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
松

岡
地
区
公
民
館
の
三
か
所
に
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
各
学
校
に
教
材
と
し
て

赤
水
の
地
図
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま

た
、
赤
水
の
専
門
言
や
歴
史
民
俗
資
料

館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
江
戸
時

代
な
ど
の
歴
史
を
勉
強
し
て
い
な
い
四

年
生
に
教
え
る
に
は
難
し
す
ぎ
ま
す
。

も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
資
料
、
た
と
え

ば
、
今
度
、
中
学
生
が
作
っ
た
よ
う
な

紙
芝
居
や
絵
本
、
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ

な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
や
は
り

こ
れ
か
ら
は
視
聴
覚
に
よ
る
学
習
が
大

切
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
赤
水
を
教
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
現
場
の
先
生

，
と
半
正
し
』
い

た
ち
は
や
さ
し
い
教
材
の
不
足
に
戸
惑

い
気
味
と
い
う
の
が
本
音
の
よ
う
で
す

ー

▲松岡中学校の図書館にある赤水地図を囲む

「長久保赤水の生涯と日本地図」に取り組
かずし『

んだ左から田辺聡さん、鈴木和滋さん、鈴
としろう

木俊朗さん、太田正敏さん、高橋勝之さん、
ゆう g

大川祐樹さん､（2年生）

…藍

澱 姿且亀、壷
ざ
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篭

をす 。やは宥脅の

維鮒ii臺
識悪灌
誇鵡Ⅱ赫のまた測水水

鍵
諒賊.拳纈諦奏 す

發等蕊蕊
蕊遷鷺”

蕊蕊鴬蕊議…

譲

鍵
議
鍵
議
議
譲
鍵
鍵
識
蕊
蕊
譲
蕊
鍵
鍵
鍵
議
蕊
議
蕊
蕊
擬
蕊
蕊
蕊
鍵
鍵
灘
議
鱗
鍵
鍵
鱗
鍵
蕊
》

認

……鋳鍵蕊蕊鵜難蕊

写
真
左
か
ら
二
人
目
が

志
賀
と
み
さ
ん

鍵
鍵
鱸
騒
灘
灘
蕊
灘
灘
灘
灘
溌
灘
灘
溌
識

灘

＃

絵
も
同
じ
で
す
。
で
き
れ
ば
、
市
制
四
鱗蝋

○
周
年
（
平
成
六
年
）
ま
で
に
は
、
長
鱗＃

久
保
赤
水
顕
彰
会
で
絵
本
な
ど
も
作
っ
鱗識

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
灘

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
は
、
長
久
保
赤
辮＃

水
の
没
後
二
○
○
年
に
当
た
る
一
二
世
鱗

紀
、
二
○
○
一
年
を
目
標
に
、
二
月
蝿§

六
日
㈲
、
設
立
総
会
を
開
き
ま
す
。
そ
鱗蝿聴認

し
て
、
こ
れ
か
ら
次
の
よ
う
な
事
業
を
鱸

行
っ
て
い
き
ま
す
。

鍵鱗

○
赤
水
の
業
績
の
収
集
と
ま
と
め
識驚

○
広
報
や
講
演
会
、
展
示
会
、
見
学
会
、
識

○
赫
祁
弼
叫
鋤
唾
”
砿
鯏
朧
湾
》

○
史
跡
の
保
存
、
管
理
等

○
生
誕
一
八
○
年
（
一
九
九
七
）
記
念
事
業
識

○
没
後
二
○
○
年
（
二
○
○
一
）
記
念
事
業
蕊

鍵
鍵
鱗
鍵
鱗
鱗
蕊
鍵
蟻
鵜
鱸
鱸
鱗
鱗
鱗
繍
鍵
鍵

｜
局
萩
に
も
こ
ん
な
に
偉
い
無

人
が
い
た
の
で
す
ね
弓

志
賀
と
み
さ
ん
（
高
浜
町
）
面

今
年
の
春
か
ら
松
岡
地
区
公
民
館
で
、
灘

郷
士
の
歴
史
講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
龍§

症
岫
卦
唾
迂
嵯
識
辨
蔬
球
排
毒
勢
海
域
枠蕊

赤
水
は
日
本
地
図
を
作
っ
た
人
と
い
う
鱗

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
蝿

伊
能
忠
敬
よ
り
も
四
六
年
前
に
日
本
地
鱗§

図
を
作
っ
て
い
た
こ
と
や
農
民
か
ら
武
鱗

た
い
と
》
う

＃

士
に
な
り
、
帯
刀
を
許
さ
れ
、
し
か
も
蝿

水
戸
の
殿
様
の
先
生
に
な
っ
て
い
た
こ
撚蕊

と
な
ど
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
萩
鱗蕊

に
も
、
す
ご
い
努
力
を
し
た
、
こ
ん
な
鱸§

偉
い
人
が
い
た
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。
鵜

；
:鱗
識
勵史噂恥

ー
＃

星
を
見
る
会
の
ご
案
内

高
萩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
次

の
と
お
り
「
長
久
保
赤
水
の
天
体
図
を

使
っ
て
星
を
見
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

す
ば
る

今
回
の
観
測
対
象
は
「
月
」
と
「
昴
」
で
す
。

と
き
一
二
月
五
日
出

午
後
七
時
三
○
分
か
ら
九
時

ま
で
。

と
こ
ろ
高
萩
小
学
校
校
庭

対
象
一
般
（
た
だ
し
、
小
学
生
以

下
は
親
子
で
参
加
の
こ
と
・
）

参
加
費
無
料

募
集
人
員
五
○
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
二
月
一
五
日
㈲
か
ら

二
五
日
伽
ま
で
。

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
・

冠
二
三
’
七
二
二
九

長久保赤水関係文献目録
○印は図書館にある本です

（敬称略）

○
郷
士

○
地
図
史
通
論

○
儒
仏

と
、
っ
お
う

○
東
奥

題長
久
松
月

○
地
政

○
長
久

○
陸
前

○
地
図

○
長
久

○
長
久

○
長
久

じ
ゅ
ぶ
つ
の

紀弁
行 ”

名保
赤
水

亭
之
誌

学
者
長

保
赤
水

浜
街
道

の
道
一

保
赤
水

保
赤
水

保
赤
水

の
先
人

歴
史
民
俗
資
料
館
の
赤
水

展
示
資
料
（
す
べ
て
複
製
で
す
。
）

写
真

よ
ち
ろ
て
い

○
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図

ば
ん
こ
く

○
改
正
地
球
万
国
全
図そう
こ
う

○
大
日
本
史
地
理
志
草
稿

○
赤
水
肖
像

え
び
す
じ
が
じ
さ
ん

○
夷
大
黒
自
画
自
賛

○
人
生
訓
、
ほ
か
害
二
つ

コ
ピ
ー
本

○
赤
水
文
章

と
、
つ
お
『
？

○
東
奥
紀
行

い
が
／
、

○
為
学
入
門
抄

じ
ゅ
ぶ
つ
の
べ
ん

○
儒
仏
弁

○
赤
水
雑
録
し
そ
う

○
赤
水
詩
草
ご
ご
ん
し
ち
ぜ
ん
ぜ
つ
く

○
赤
水
詩
草
五
言
七
言
絶
句

＝

あ
ん
な
ん
こ
ぐ

○
安
南
国
漂
流
物
語

す
う
じ
よ
』
乱
疋
ん

○
鍔
堯
談

な
お
、
二
月
一
日
㈲
か
ら
二
九
日

側
ま
で
は
「
高
萩
の
民
間
信
仰
展
」
の

開
催
中
の
た
め
赤
水
の
資
料
展
示
は
お

休
み
で
す
。
一
二
月
か
ら
ま
た
赤
水
の

関
係
資
料
の
展
示
を
し
ま
す
。

⑪



資料館は､みなさん

きっかけを提供

の学習への

します
い
つ
で
も
学
べ
て
、
知
ら
な

い
人
に
は
知
っ
て
も
ら
い
、
知

っ
て
い
る
人
に
は
、
さ
ら
に
知

識
を
提
供
で
き
る
の
が
歴
史
民

俗
資
料
館
で
す
ね
。

0

安
原
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
図

書
館
の
奥
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

大
崎
は
い
。
場
所
が
分
か
り
に

く
い
た
め
、
問
い
合
わ
せ
に
は
、

と
に
か
く
図
書
館
に
お
越
し
く
だ

さ
い
、
と
案
内
す
る
ん
で
す
。
開

館
当
時
は
、
文
化
会
館
側
の
入
り

口
を
開
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

団
体
の
み
な
さ
ん
と
特
別
展
の
時

資
料
館
は

図
書
館
の
奥
で
す

」、ー

[冒三ヨf霞原

以
外
は
、
図
書
館
側
か
ら
入
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
職
員
が
少

な
い
の
で
、
展
示
品
の
管
理
に
は
、

気
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

安
原
貴
重
な
資
料
を
い
た
ず
ら

さ
れ
て
は
、
困
り
ま
す
か
ら
ね
。

大
崎
一
階
の
展
示
室
は
、
よ
い

の
で
す
が
、
二
階
の
展
示
室
に
ま

で
は
目
が
届
き
に
く
く
、
時
々
、

マ
ナ
ー
の
悪
い
入
館
者
も
見
受
け

ら
れ
、
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
。

安
原
雰
囲
気
的
に
入
り
ず
ら
い

で
す
ね
。

大
崎
イ
メ
ー
ジ
が
暗
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。
見
学
者
の
多
く
は
、

目
的
が
あ
る
人
で
す
ね
。
あ
の
資

料
が
見
た
い
と
か
。
ま
た
子
ど
も

た
ち
が
授
業
で
見
学
と
か
、
恒
例

の
秋
の
特
別
展
期
間
中
な
ど
が
多

い
で
す
ね
。

安
原
二
階
の
展
示
品
は
、
直
接

で
す
が
、
一
階
は
、
ケ
ー
ス
の
中

な
の
で
分
か
り
ず
ら
い
で
す
ね
。

大
崎
見
学
の
事
前
に
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
触
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
古
代
人
が
使

っ
た
矢
じ
り
を
持
っ
て
み
る
と
、

古
代
人
の
気
分
に
な
り
ま
す
よ
。

安
原
け
つ
こ
う
鋭
い
刃
で
す
よ

ね
。
ど
う
や
っ
て
削
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。

大
崎
そ
う
い
う
興
味
を
持
つ
こ

興
味
を
持
ち
学
習
へ

（

）

と
で
図
書
館
で
調
べ
る
と
か
、
公

民
館
の
歴
史
講
座
で
学
ぶ
な
ど
、

学
習
意
欲
の
芽
を
は
ぐ
く
む
役
目

も
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。

安
原
少
年
時
代
、
友
だ
ち
と
山

で
矢
じ
り
な
ど
を
拾
っ
て
ま
し
た

か
ら
、
今
で
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
資
料
館
が
あ
れ
ば
、
興

味
が
も
っ
と
膨
ら
ん
で
い
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
ね
。
幼
児
体
験
は
大

事
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

示
す
展
示
に
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。
当
時
を
再
現
す
る
模
型
や
写

真
、
絵
を
多
く
取
り
入
れ
、
講
習

会
を
開
く
の
も
大
切
で
す
よ
。
教

育
委
員
会
で
開
い
て
い
る
縄
文
土

器
の
作
り
方
講
習
会
は
、
良
い
企

画
で
す
ね
。

大
崎
も
っ
と
目
に
訴
え
、
そ
し

て
体
験
で
き
る
腱
示
で
す
ね
。
科

学
技
術
の
開
発
と
違
い
、
Ｈ
本
の

場
合
、
文
化
面
の
技
術
は
遅
れ
て

い
ま
す
。
土
器
を
つ
な
ぐ
接
着
剤

一
つ
取
っ
て
も
、
専
用
の
も
の
が

無
い
の
で
す
。
お
金
を
か
け
る
と

こ
ろ
が
違
う
の
で
す
。
だ
か
ら
展

示
に
変
化
を
つ
け
に
く
い
現
状
で

も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
資
料
館
の
目
的
は
、
収

集
と
保
存
、
そ
し
て
展
示
で
す
。

永
く
保
存
す
る
に
は
、
光
が
な
く

温
度
と
湿
度
が
一
定
に
保
た
れ
て

い
る
の
が
よ
り
良
い
条
件
で
す
か

ら
、
収
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
の

が
一
番
で
す
。
し
か
し
、
展
示
は
、

そ
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本

、－7′

…,W|":jf,= 秋山下公民館分館長 須田光夫さん(秋山）

昭
和
二
九
年
一
月
に
竣
工
し
、
開
館
以
来
、
三
八
年
の
長
い

歴
史
と
、
八
四
戸
の
住
民
に
支
え
ら
れ
て
き
た
分
館
が
改
築
さ

れ
て
、
昭
和
六
一
年
三
月
三
○
日
に
は
、
秋
山
下
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
・
秋
山
下
公
民
館
分
館
と
し
て
竣
工
し
ま
し
た
。
秋
山

下
公
民
館
分
館
は
、
通
称
「
公
民
館
」
と
呼
ば
れ
、
ま
す
ま
す

活
動
も
盛
ん
に
な
り
、
平
成
三
年
の
利
用
回
数
は
、
延
べ
一
五

六
回
、
利
用
者
数
も
三
、
五
二
八
人
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
の
役
員
に
は
、
館
長
、
副
館
長
、
主
事
、
会
計
監
査

委
員
、
委
員
を
置
き
、
運
営
委
員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
が
、

と
も
に
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
分
館
を
兼
務
し
て
、
一

体
と
な
っ
た
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
つ
い
て
は
、
館
長
を
中
心
に
役
員
会
、
運
営
委
員
会

の
も
と
、
中
央
公
民
館
移
動
講
座
や
地
域
の
青
年
会
、
婦
人
会
、

萩
の
会
、
紅
葉
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
、

子
ど
も
会
後
援
会
、
地
区
評
議
員
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

消
防
分
団
、
生
産
組
合
、
常
会
、
納
税
組
合
、
お
は
や
し
保
存

し
上
』
つ
碁
ご

会
、
睦
会
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
、
将
棋
愛
好
会
の
各
団
体
や
グ

ル
ー
プ
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
を
上
げ
て
の
市
民

公民齢鮴

城の慨|c支えら！'て
ざ

▲おはやし保存会の練習のひととき

②
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ま蕊み

真未さん
(歴史民俗資料館学芸員）

辱み I土次呂

学校を卒業して、遠い九州の八幡（福岡県） に就職しまし

た。偶然、上司に高萩市出身の木村五郎氏が係長でおられ、

後、部長に昇進し、話し相手になってくれました。同じ年に

水戸から召集され、中国戦線に派遣となり、大東亜戦争（太
はん均主う

平洋戦争1 941年12月開戦） に参加しました。杭州（中

国）でぱったり、立派な曹長姿の松岡出身の大森希峰氏に出

会い、松岡の話に花が咲きました。

復員して再び九州に復職しました。このままでは日本は滅

びると青年ながら憂いたからです。必死の復興期でした。突

然、高戸の今川重道校長先生が、出張の途中で訪問してくだ

さいました。花園教之先生もご一緒で、松岡の話に燃えまし

た。 自動車で3万5千人の工場を案内し、料亭での大歓迎

に、先生は、感激して酔いつぶれてしまいました。

その後､病気の母を負い、山口県発市に勤務しました。あ
る日、高萩市の石平一郎社長が、仕事のことで訪ねてこられ、

仕事の話より故郷の話や召集時代の水筒のお陰で戦死を免れ

た危機一髪の思い出話に乾杯したものでした。今、私は、東

京で茨城義会の世話を頼まれ、江戸英雄大先輩とともに県人

有志の連絡役です。高萩市の田所幸男氏も有力会員です。

墓参をかね、年数回は帰郷します。松岡に隠居している元
〃>己鏥たガ‘

コロンビア社長の松村信喬氏も、その都度お訪ねしては、 日
こ,う力tし､

本の将来や世界の危機を'|炭概しています。またある時は、早

朝散歩で畳高等職業計||練校を訪れ、樫村長次校長の熱弁を聞

き、高萩市にも侍の魂が残っていると感心しています。

青春の思い出に、初恋あり、盆踊り、桶屋のリンチャン
きんのうたかほりせぃざん

(盆踊り名人のあだ名)あり、勤王高堀清山(海岸の奇人で、

当時の人気者)あり、…。いずれ故郷に帰り、故郷に骨を埋

めるつもりです。 （東京都杉並区下高井戸5－19－13）

大
崎
今
月
は
、
民
間
信
仰
展
を

開
い
て
い
ま
す
。
夜
に
爪
を
切
っ

て
は
い
け
な
い
な
ど
の
俗
信
を
、

市
内
の
高
齢
者
約
百
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
て
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

安
原
展
示
は
、
一
一
月
一
日

側
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

大
崎
は
い
。
ま
た
、
長
久
保
赤

物
を
見
る
こ
と
で
発
見
が
あ
り
ま

す
か
ら
ね
。

安
原
展
示
と
保
存
で
は
、
矛
盾

が
あ
り
ま
す
ね
。

民
間
信
仰
展
を
開
催
中

ー

水
が
、
星
の
本
を
書
い
て
お
り
、

今
年
は
、
国
際
宇
宙
年
で
も
あ
る

た
め
、
郷
土
の
先
人
の
知
ら
れ
ざ

る
一
面
を
探
ろ
う
と
、
天
体
望
遠

鏡
を
購
入
し
、
星
を
見
る
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
三
回
目
は
、
二
一

月
の
予
定
で
す
。
宇
宙
飛
行
士
の

毛
利
さ
ん
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
宇
宙
に
興
味
を
持

ち
、
そ
の
仕
事
に
就
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
ね
。

安
原
お
も
し
ろ
い
企
画
で
す
ね
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
い
つ
で
も
学
べ
る
環
境
づ
く

り
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー

ｂ
Ｄ
Ｌ

Ｄ
Ｕ

９
凸

や
ＢＧ・

小
合 c･ぷ αも

４
“
．
。
．
僅
健
．
鋭
戦
．
埖
岫
訂
．
醍
必
啼
唾
綱
．
《

祭
り
や
盆
踊
り
大
会
、
三
世
代
ク
ロ
ヅ
ケ
ー
大
会
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
地
区
新
年
会
、
烏
追
い
祭
り
に
も
活
発

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
お
は
や
し
保
存
会
や
カ

ラ
オ
ケ
愛
好
会
は
、
社
会
福
祉
大
会
に
出
場
し
た
り
、
施
設
慰

問
の
ほ
か
、
要
請
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
参
加
す

る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
公
民
館
を
核
に
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
α

大
掃
除
は
、
夏
と
暮
れ
の
二
回
、
各
グ
ル
ー
・
フ
が
主
体
と
な

り
、
あ
る
い
は
修
繕
や
造
園
の
特
技
を
生
か
し
、
公
民
館
内
外

せ
ん
て
い

の
清
掃
や
修
繕
、
剪
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
前
に
広
が
る
数
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
々
と
し
た
水
田

は
る

と
、
遥
か
に
連
な
る
山
並
み
に
包
ま
れ
た
私
た
ち
の
公
民
館
は
、

地
域
の
な
ご
や
か
で
活
気
の
あ
る
住
民
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
れ

か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

士地改良事業が始まりました

篝燕蕊蕊繍溌瀬5?23-2'Ⅲ
議灘

蕊溌蕊蕊蕊鍵蝋灘甚
上ケ穂町(整備面積6．7ヘクタール）
の地鎮祭…1 0月1 6日 （金）

下君田地区(整備面積6．2へ

⑬ｸﾀｰﾙ)の地鎮祭…1 0月22日 （木）

あ
げ
ほ
ち
よ
う

上
手
綱
地
区
の
上
ヶ
穗
町
と
下

君
田
地
区
で
土
地
改
良
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
水
田

の
区
画
整
理
と
集
団
化
、
そ
し
て

道
路
や
用
・
排
水
路
が
整
備
さ
れ

農
業
の
近
代
化
が
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
同
時
に
、
上
手
綱
地
区

で
は
、
住
宅
団
地
の
排
水
路
敷
の

確
保
と
そ
の
作
業
用
道
路
の
整
備

を
、
下
君
田
地
区
で
は
、
県
道
高

萩
・
塙
線
の
道
路
改
良
が
進
め
ら

れ
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
り

購
蕊
ま
す
。

彗軽

鐸除騨1 …
¥に率零



県
ま
島
み
㈱

福
し
日
楽
６

ム
を
ら

ダ
ブ
か

倉
ン
日

子
ャ
日

田
キ
３

、
卜
月

が
－
５

族
オ
。

家
、
た

８
で
し

ぐ

患
高萩武徳殿少年剣士隊

(基本技を磨いています
11

関根義治さん（島名）

高萩武徳殿少年剣士隊は、昭和57年に

結成しました。現在、市内の小・中学生の

男女合わせて40余名の団員が、 『剣道を

通し、 自らを励まし、 ，し､身を鍛えながら、

団員相互の親睦と友情を深め、 さらに社会

；
灘蕊鍍;鋳愈

のために貢献する』 という青少年の健全育成を願っ

て活動しています。

日ごろの練習では、小川藤夫・藤範両指導者のも

と、 『一刀入魂』を合い言葉に、全神経を集中さ

せ、気合い、剣さばき、体さばきなど基本技を磨い

ています。

また、練習の成果を試すとともに、他の団体との

交流を図るため、県内外の各種大会に参加していま

す。今までに、県代表として全国大会に出場しまし

たが、小・中学生の同時出場を一つの目的として頑

張っています。

小学生が少なく、一人でも多くの入団を願ってい

ます。

練習場所高萩武徳殿

Ｆ
Ｌ

（
，
） ’

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
紅
葉
を
見
に
い
く
の
が
楽
し
み

さ
わ

で
す
ね
。
自
然
の
中
に
包
ま
れ
る
爽
や
か
さ
は
、
こ
た
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
仕
事
の
雑
念
も
消
え
て
、
気
分
転
換
に
は

最
高
で
す
。
帰
り
に
は
、
温
泉
を
探
し
て
入
る
、
そ
れ
も

で
き
れ
ば
露
天
風
呂
だ
っ
た
ら
、
な
お
最
高
で
す
よ
。
こ

れ
は
、
み
な
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
は
、

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
方
法
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
行
動
し
、
自
然

だ
け
で
な
く
仲
間
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
気
の
合
う
仲
間
と
と
も
に
友
人
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
で
、
仕
事
が
終
了
次
第
、
目
的
地
に
出
発
し
ま
す
。

私
は
、
ス
キ
ー
に
い
っ
て
温
泉
に
入
る
の
が
、
何
よ
り
も

楽
し
み
で
す
。
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
、
ま
た
は
近
く
の
景

色
、
特
に
夜
景
の
美
し
い
場
所
に
駐
車
し
て
一
泊
し
ま
す
。

車
の
中
と
い
っ
て
も
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
す
か
ら
、
キ

練習時間毎週月・水・金曜日の午後5時30分から

ｑ
関
根
義
治
さ
ん
撮
影

▲練習に励む剣士たち

ー

仕事も楽しみも100％、

エンジョイしています
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のり こ

山形憲子さん(本町

期待が高まる
頑張り屋さん
恒和化学工業(株)の期待

の新人、山形憲子さんを紹

介します。☆昭和48年5
おう し ぎ

月3日生まれの牡牛座の彼
a 寸噌．

女は、生っ粋の高萩っ子☆

高原のそよ風を思わせるよ

うな涼しげな顔立ちに、 160

cmのほっそりした肢体は、

モデルさん向きかも。☆彼

女の職場は、男性，人に女性3人の業務係です。業（
務係の仕事は、お客様から注文をいただき、出荷の

手配をするのが主な業務で、そのなかで彼女は、 コ

ンピューターの操作を担当しています。また、来客

の応対も彼女にとって大切な仕事の一つです。☆よ

うやく仕事に慣れ、気持ちにも余裕が出て、笑顔が

多く見られるようになりました。仕事のほうも手際

良<こなす頑張り屋さんの彼女に、今後も期待が高

まる一方です。☆彼女の一番の楽しみは、友達同士

集まって遊ぶこと （何をして遊ぶのかな？）ですが

今後、テニスに挑戦したいと話していました。★イ
さんじ』うまもる

ンタビューは、総務課の三城護さんでした。

山形さんは、ここで仕事をしています。
おざわきみお

☆恒和化学工業（株） 小沢公男工場長☆赤浜25

8－3☆資本金’億5千万円☆年商140億円☆事

業内容：建築塗料の製造や、健康食品の販売です。

☆美しい建物を苔らに美しく､恒和の情熱は変わり ｜
ません。

…。－

◎

蕊

▲「自然を求め、仲間と集うのが一番の楽しみ」し話す
ｰ

作山政治さん（キャンピングカーの中で）

ツ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
調
理
し
て
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
食
事

を
取
り
ま
す
。
夜
は
、
ベ
ッ
ド
に
早
替
わ
り
し
て
、
ぐ
っ

す
り
と
眠
り
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝
は
ゆ
っ
く
り

起
き
て
、
コ
ー
ヒ
ー
と
軽
い
朝
食
を
。
日
中
は
、
た
っ
ぷ

り
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
、
車
に
も
ど
っ
て
露
天
風
呂
巡

り
、
ま
た
は
車
の
中
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
暖
ま
り
ま
す
。

快
適
で
す
よ
。

仲
間
も
近
隣
は
も
と
よ
り
、
東
京
や
長
野
県
な
ど
か
ら

集
ま
っ
て
き
ま
す
の
で
、
星
空
を
眺
め
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ

フ
ア
イ
ア
ー
を
楽
し
む
の
も
最
高
で
す
。
今
年
の
五
月
に

は
、
三
○
人
前
後
の
仲
間
が
福
島
県
の
裏
磐
梯
に
集
合
し
、

料
理
の
材
料
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
採
れ
た
山
菜
や
川
魚
な

ど
を
料
理
し
て
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ャ
ガ
ャ
と
大
騒
ぎ
で
し
た
。

仲
間
の
多
く
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

生
活
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
私
は
、
人
一
倍
仕
事
に
精

を
出
し
、
将
来
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
購
入
し
、
日

本
全
国
、
津
々
浦
々
走
り
巡
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー~
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し
ま
し
た
。

あ
き
ら

妻
り
う
と
長
男
瞭
を
生
家
に
預
け
（
瞭
は
こ
の
時
松
岡
小
学
校

在
学
）
、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
で
横
浜
か
ら
旅
立
ち
、
洋
行
日
記
を
父

た
び
た
び

や
妻
に
度
々
書
い
て
い
ま
す
。
上
等
船
客
に
は
東
京
大
学
教
授
、

文
部
省
留
学
生
は
中
等
船
客
で
、
任
三
は
下
等
で
し
た
。

神
戸
、
香
港
、
サ
イ
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ボ
、
ア

デ
ン
、
ス
エ
ズ
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に
寄
港
し
、
四
○
日
後
に
イ
タ

リ
ア
の
ナ
ポ
リ
港
に
着
き
、
ナ
ポ
リ
か
ら
汽
車
で
ロ
ー
マ
へ
。
ロ

ー
マ
に
四
週
間
滞
在
後
、
「
数
百
里
の
場
所
を
汽
車
に
て
二
昼
二

夜
半
か
か
り
二
月
二
六
日
夜
三
時
一
七
分
ド
イ
ツ
国
ウ
ル
ッ
ブ

ル
グ
府
（
現
在
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
）
に
安
着
（
ド
イ
ツ
か
ら
の
便

り
か
ら
抜
粋
）
」
し
た
の
で
し
た
。

か

ド
イ
ツ
か
ら
の
便
り
の
中
、
興
味
深
く
思
わ
れ
る
箇
所
を
紹
介

し
ま
す
。

け
い
こ

「
過
般
よ
り
植
物
学
実
験
室
に
登
り
、
午
前
は
実
験
稽
古
、
午
後

け
い
こ

は
一
時
間
ほ
ど
ド
イ
ツ
語
学
稽
古
」

「
語
学
は
未
だ
通
ぜ
ず
、
日
々
大
家
の
講
義
は
聴
聞
致
し
候
へ
ど

こ
ん
き
ゃ
く
ま
か
り
あ
り
そ
う
ろ
う

も
馬
の
耳
に
風
同
前
に
は
困
却
罷
在
候
」

ご
と

「
鉄
道
は
網
の
目
の
如
く
国
内
に
敷
き
引
き
切
ら
ず
諸
方
へ
の
往

復
あ
り
」
（
注
…
水
戸
ｌ
平
間
鉄
道
開
通
は
明
治
三
○
年
二
八

九
七
年
）
二
月
）

「
学
校
も
日
本
の
如
く
人
員
を
限
り
て
入
学
せ
し
む
る
事
な
く
誰

に
て
も
入
る
べ
く
、
試
験
な
ど
を
設
け
て
生
徒
を
い
じ
め
る
事
も

無
く
自
由
に
学
問
出
来
る
様
の
仕
組
に
御
座
候
、
万
事
無
理
の
事

無
之
国
に
御
座
候
、
日
本
の
如

く
い
じ
わ
る
く
規
則
を
こ
し
ら

い
ん
ぎ
ょ
う

え
書
付
を
書
き
印
形
を
押
し
て

さ
わ
ぐ
国
は
無
之
候
」

せ
つ
ち
ん

「
雪
隠
の
よ
き
事
日
本
へ
帰
り

て
は
此
に
は
困
る
な
り
六
階
七

階
ま
で
も
鉄
の
と
ひ
に
て
仕
掛

け
決
し
て
一
か
所
に
た
め
置
か

ず
皆
地
中
に
水
に
て
流
す
仕
掛

け
に
な
り
居
る
な
り
」

「
公
園
の
芝
生
に
人
入
る
べ
か

ら
ず
と
あ
れ
ば
決
し
て
子
ど
も

も
之
に
入
ら
ず
」

爵
Ｉ
…
：

▼ドイツ洋行日記の一遍
弊

蕊拝
し』（
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市民憲章推進協議会‘★第1専門部会★

自
然
環
境
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現

在
の
都
市
部
で
は
、
河
川
‐
海
岸
の

空
間
を
、
自
然
環
境
の
保
全
や
都
市

的
機
能
の
た
め
、
計
画
的
か
つ
適
切

に
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に㈱

》

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
に
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
育
て

ら
れ
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
お
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
化
の
協
力
に
努
力

河
川
、
海
岸
の
有
効
利
用
を

》

横
川
地
区
は
、
小
山
ダ
ム
の
建
設

の
た
め
、
大
き
な
変
わ
り
方
を
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
自
然
に
戻
そ

つ
と
は
た
ら
き
か
け
て
、
み
ん
な
で

美
化
の
協
力
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

自
然
を
大
切
に
し
、
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
会
員
の
み
な
さ
ん
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
注
意
＊
「
社
」
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
略
）

高萩土木事務所

森 邦雄

蕊
一

大
心
苑
周
辺
の
道
路
沿
い
、
苑
内
各

所
に
花
壇
一
や
空
き
地
に
花
畑
を
設
置

し
、
ご
来
苑
の
み
な
さ
ん
に
四
季
折
々

の
緑
や
花
で
、
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て

い
た
だ
こ
う
と
実
践
中
で
す
。

大
人
に
な
ら
な
い
幼
児
心Ｉ

十
か
月
に
な
る
孫
の
日
課
は
、
物

の
投
げ
捨
て
や
、
無
邪
気
な
落
書
き

で
可
愛
い
い
も
の
で
す
。
大
人
の
そ

れ
は
；
幼
児
の
行
動
と
同
じ
で
は

い
た
だ
け
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

君
田
の
美
し
い
自
然

高
萩
を
見
直
す

：
〆
建
国
一
》
坐
翫

働
癖
罐

蕊
㈱

美
し
い
高
萩
、
風
格
あ
る
高
萩
、
高

萩
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
今
に
生
き

る
私
た
ち
が
、
次
代
に
残
す
時
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ふ
る
さ
と
高
萩
を

市
民
の
目
で
見
直
す
時
で
す
。

花
と
緑
で
心
の
安
ら
ぎ
を

君
田
は
、
高
萩
で
一
番
美
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
私
は
、
「
緑
を
愛
す
る
少

年
隊
」
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
す
ば
ら

し
い
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鐘讓薑

緑を愛する少年勝

鈴木和彦

（
）

態

森
林
は
、
産
業
資
源
と
環
境
・
文

化
資
源
と
し
て
圭
要
で
す
。
営
林
署

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
花
舅
渓
谷
の
森
林
な

ど
の
維
持
保
全
も
行
っ
て
い
ま
す
。

金
成
林
道
の
美
化
を

森
林
浴
な
ど
の
た
め
に
自
然
を
十
分

満
喫
し
て
い
た
だ
く
反
面
、
長
年
、
辛

苦
に
堪
え
て
森
林
を
寺
う
て
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

金
成
林
道
沿
い
は
、
粗
大
ゴ
ミ
が

大
三
に
放
置
さ
れ
て
お
り
、
市
は
こ

れ
を
回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
‐
こ
の
機
会
に
皆
で
林
道

の
美
化
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
自
然
の
浄
化

阿
武
隈
の
山
並
み
を
縫
う
道
に
咲

き
乱
れ
る
か
れ
ん
な
萩
。
静
寂
を
つ

ん
ざ
く
キ
ジ
の
声
。
潮
騒
の
浜
辺
に

景
を
添
え
る
松
。
自
然
を
守
り
育
て

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
責
任
で
す
。

森
林
資
源
を
大
切
に

守
り
育
て
る
責
任

熱

高萩森林組合

もとい

松本 墓

；

錘

社･ |zIz"W組文部

まなく

真鍋 博

教育委只公委貝

鈴木徳樹

｜
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
美
し
い

自
然
を
守
り
ま
す
。
野
や
海
辺
、
道
路

わ
き
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
山
。
学
校

で
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
す
ぐ
忘
れ
る
大

人
た
ち
を
無
く
し
た
い
で
す
。

自
然
と
最
新
技
術
の
調
和所

》

赤
浜
地
区
の
区
長
さ
ん
が
中
心
に
な

り
、
秋
の
赤
浜
地
区
の
運
動
会
は
、
地

区
の
楽
し
み
の
つ
と
な
り
、
定
巷
し

て
き
ま
し
た
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
大
切
な
行
事
の
つ
で
す
。

昨
日
よ
り
明
日
が
少
し
で
も
潤
い

の
あ
る
住
み
よ
い
北
組
に
と
、
遊
園

地
の
草
刈
り
や
敬
老
会
、
老
人
ふ

れ
あ
い
の
旅
、
子
供
会
助
成
、
道
路

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
進
め
て
い
ま
す
。

運
動
会
で
ま
ち
づ
く
り

澄
ん
だ
渓
谷
と
波
間
に
ゆ
ら
め
く

陽
の
高
萩
。
舂
は
、
巨
大
ア
ン
テ
ナ

と
桜
に
彩
ら
れ
た
構
内
を
開
放
す
る

な
ど
自
然
と
最
新
技
術
が
調
和
し
た

環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

潤
い
の
あ
る
北
組
に

自
然
を
大
切
に

識瀞サ 霞 喝 ：軍需

社・ ':乖綱北組文部

鈴木勝一

社・亦浜支部 商工会

F円所幸男
かねさち

鎌吉関
ー

鯉

老
人
の
た
め
に
思
い
や
り
の
あ
る

事
業
を
す
る
の
は
、
明
日
の
我
が
身

で
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ

も
が
避
け
て
通
れ
な
い
高
齢
化
へ
の

道
だ
か
ら
、
働
け
る
う
ち
は
奉
仕
を
。

農
業
は
、
食
糧
な
ど
の
生
産
を
本

来
の
使
命
と
し
て
い
ま
す
が
、
自
然

の
景
観
を
維
持
し
、
後
世
に
引
き
継

ぐ
役
目
も
担
っ
て
い
ま
す
。
自
然
景

観
は
、
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

山
と
川
を
き
れ
い
に

鱗
花
員
渓
谷
周
辺
の
山
と
川
を
も
っ
と

き
れ
い
に
し
た
い
と
、
川
の
清
掃
を
し

て
い
ま
す
。
植
樹
祭
に
ナ
ラ
の
木
を
植

え
ま
し
た
。
今
度
は
、
桜
を
植
え
て
桜

並
木
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

福
祉
事
業
を
考
え
よ
う

海
水
浴
場
に
訪
れ
た
人
は
、
白
い

砂
浜
と
青
く
綺
麗
な
海
を
ほ
め
て
帰

ら
れ
ま
す
。
海
浜
公
園
を
造
り
、
調

和
の
取
れ
た
樹
木
や
花
を
植
え
る

と
、
も
っ
と
す
て
き
で
し
ょ
う
ね
。

自
然
景
観
を
美
し
く

調
和
の
取
れ
た
海
浜
公
園

#1

4

；

蔦●§鯛撫､

卜|言 ･人能'l '戸川文部

佐川 111頁一郎

自殺地区農幣改良普及IⅡ

飯塚文夫

観光|励会

田村 実

老
人
ク
ラ
ブ
は
ゴ
ミ
の
減
呈
化

の
呼
び
か
け
や
清
掃
活
動
を
、
ま
た

世
話
人
を
中
心
に
、
高
萩
・
塙
線
の

道
路
の
空
き
缶
回
収
を
進
め
る
な
ど

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

街
灯
の
設
置
で
明
る
く

国
道
六
号
線
沿
い
に
カ
ン
ナ
を
栽

培
し
て
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
そ
の
種
が
余
り
ま
す

の
で
、
無
料
で
お
分
け
し
ま
す
。
希

望
者
は
‐
市
民
活
動
課
へ
連
絡
を
。

ゴ
ミ
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
△
友

》

き
れ
い
な
ま
ち
、
明
る
い
ま
ち
、

そ
し
て
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
正
確
に
し

て
、
ゴ
ミ
減
呈
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

環
境
美
化
に
取
り
組
む

街
灯
の
設
置
を
計
画
的
に
進
め
て
き

た
た
め
、
歩
道
が
、
以
前
よ
り
も
明
る

く
な
り
ま
し
た
。
今
、
敬
老
会
や
子
ど

も
会
活
動
が
、
さ
ら
に
活
発
化
す
る
よ

つ
、
助
成
も
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
ナ
の
種
を
お
分
け
し
ま
す

鱸
社･行人塚石河原支部

柴田 菫

社・下jll. 11i支部

満鈴木 柴田正己

(事務局: 1|j氏活動課 内線262）B23 2111

⑯



鰄
価

｣

蕊
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
自
然
の
ま
ま
と
は

高
萩
明
社
会
で
は
本
年
度
の
運

動
方
針
の
一
つ
に
、
「
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
努
力
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
運
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

／

第20回記念市長杯争奪

軟式野球大会の決勝戦が、

市営野球場で開かれ、優勝

は高萩小堀、準優勝はコミ

ュニティねもと、第3位は

和華羽会と高萩ガッッ、そ

して最優秀選手には、高野

広寿さん(高萩小堀)と決定

しました。…10月4日(|])

ロ

識､辮亨熱峰
高萩明るい社会づく '1
推進協議会

のぶお

北畠暢男

{曼勝は高萩小堀チーム

叢
人
工
の
公
園
や
海
浜
ジ
ャ
ン
ボ

Ｕ
字
溝
に
見
え
る
川
な
ど
は
、
自
然

の
姿
に
ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。
自
然

は
、
そ
の
摂
理
の
中
で
悠
久
の
年
月

を
生
き
、
人
間
を
守
っ
て
い
ま
す
。

殉
職
者
慰
霊
祭

約600人が参加 綴鑑琴灘
|割然を蕊する友の会

まさ じ

若松政次

ー

保
と
う
美
し
い
自
然
環
境
を
親
子
三
世
代
交
流
を

蝿
篝
籠

：
慰
蕊
鋳
池
峰

移
り
ゆ
く
君
田
の
自
然
環
境
の
す
ば

ら
し
さ
は
、
高
萩
市
の
誇
り
で
す
。

今
、
学
校
で
は
、
環
境
教
育
の
充
実
を

目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
受

性
を
養
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

昨年1 2月に発生しました火災におい

て殉職しました、消防団員の須田猛さん

の慰霊祭が、各分団員などのみなさんの

出席のもと、文化会館でとり行われまし

た。 ･ ･･ 10月17日(土）

第25回体力つくり市民歩く会が、体

育の日に開かれ、参加した約600人の

みなさんは、澄みきった秋空の下、 1

7． 5キロメートルのコースを完歩しま

した。 ・ ・ ・ 1 0月1 0日(土）

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
、
集
会
調
理
な
ど
の
子
ど
も
の

体
験
学
習
に
、
お
年
寄
り
と
の
交
流

の
場
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
子
ど

も
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

公民館まつり
戦｜
没I
者
追
悼
式
戦没者追悼式が、文化会館でしめやか

に開催され、ご遺族のみなさんに対して

敬意を表するとともに、恒久の平和を祈

念しました。…10月2 1日(水）

君田小学校PTA

ひさ し

鈴木久司 ）
ゞ

桜
の
あ
る
ま
ち

「
高
萩
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
市
内
ど

こ
に
行
っ
て
も
桜
の
木
が
あ
る
ね

」
と
い
う
よ
う
に
し
た
い
の
で

す
。
桜
は
、
日
本
人
の
心
の
奥
に
、
い

つ
で
も
咲
い
て
い
る
花
で
す
か
ら
。

中央公民館の学級や講座、 クラブなとﾐ

で学んだ成果を発表しようと、第15回

公民館まつりが、中央公民館と市民体育

館で開催されました。

･ ･･ 1 0月1 7日(土)と18日旧）

君田中学校にパソコン教室が完成 一
高萩さくらと
みと’りの会

ひろL

棚谷 寛
｝

／

市民卓球大会

1 0月4日旧)…市民体育館（敬称略）

侭勝 準優勝
男子シングルス戸田学 加藤栄之助
女子シングルス川又君代 熊代雅惠
男子ダブルス 佐藤戸田組土田．佐藤組
女子ダブルス 沢井．北村組川又大都組

第1 8回市民バレーボール大会

1 0月1 1日旧)…市民体育館

侭勝 準優勝
男子の部 高萩高校OB フェニックス
女子の部 高萩愛好会A 高萩愛好会B

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

日
常
生
活
の
中
で
出
る
汚
泥
な
ど

の
廃
棄
物
の
抑
制
や
減
量
、
再
生
利

用
の
推
進
は
、
市
行
政
の
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。
住
民
の
理
解
と
協
力

を
得
、
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
で
す
。

蕊
鴬

君田中学校に､パソコン教室体ソコン

8台)が完成し、9月から授業で活用中で

す。さらに多くの機能を習得し､授業に

生かそうと､研修会が随時開かれ､慣れな

いキーに戸惑いながらも､指導者のもと

で真剣な先生の姿が見られました。

社・小島支部

鈴木 情

、



-,92ﾐｽ･グﾘｰﾝふるさとに選ばれました‐ハンディを乗り越えメダルを獲得

「
趣
味
は
、
ス
キ
ー
と
テ
ニ
ス
で
す
。
」

と
大
森
さ
ん
。

「
ピ
ア
ノ
が
好
き
」
と
い
う
杉
山
さ
ん
。

;:;i蕊溌，
矢代セツ子さん

（安良川）

茨城県身体障害者

スポーツ大会が、笠

松運動公園で開かれ、私は応援に参加しま

した。競技に参加したみなさんはハンディ

を乗り越え、ほとんどの選手が、金・銀・

銅メダルを獲得しました。第30回目の大

会にふさわしくとても誇りに思いました。

･･･10月1 1日 （日）

め く. み

大森由香さん（秋山・ 19歳） と杉山芽久美さん

(島名． 21歳）が、 (助グリーンふるさと振興機構

Lし椎名修さん（安良川）
撮影

の'92ミス・グリーンふるさとに選ばれました。 2人

は、来年の9月までグリーンふるさと圏（県北西部

地域18市町村）の美しい自然や歴史、特産物、味

覚などを広く紹介するガイト役として活躍します。

一
二
《
」 ていのすけ

所貞之助さん
（高萩）

たちは、シルバー人材

ターの会員として、健

住みよい溌驚づくりのた繊腫

；
鬼

ノ
ｊ
郭
名

や
彌
島

郡
金
く
館
の
生
こ
栽
入
し
草
性
し
れ

康で明るく、そして働く能

力を十分に発揮しあってい

ます。 また、住みよいまち

づくりのために、会員によ

る駅周辺の清掃活動にも取

り組んで、頑張っています。

…10月7日 （水）

ミ

鴬

霧

／

干々j－
皇〆

一

ーいになると同時に、 クラブ生も学んだ園芸技術を披

露する良い機会となりました。…10月2日 （金）
＝県統計グラフコンクール＝

＊県知事賞 し

尾||'奇由美子さん、沼田泰彦

さん、大森富夫さん（3年

生)の作品

*県議会議長賞…落合錘さん､沼田里絵 ＊県統計協会総裁賞…佐川莉堂さ

けい こ ししゅう

黒沢計已子先生（横浜市）から、 ヨーロッパ刺繍を学んでいま

す。会員は、水戸市や北茨城市など市外が多く、 また勤めている

人がほとんどのため、毎月1回、第3土曜日が活動の日です。
鰐

蕊

⑱



まいたけ

約15キログラムの舞葺マレーシア料理

み よし

美義さん
卜君田）

この舞茸は、約この舞茸は、約

池田
エスニック料理のレパー

トリーを増やしたい私にと

って、今回の世界のグルメ

講座のマレーシア料理は、

とても参考になりました。

というのは、母の喫茶店に

来られる外国のお客様に、

お国の料理を時には作って

鞘醤

このコーナーでは， まち

の話題を紹介します。あな

たもミニ記者になって， ま

ちの話題を写真でお寄せく

ださい。

15キログラム。一瞬、

びっくりしI熟て声にならなかったね。見つけ
た豊田稔美さん（上君田・写真中の人）

は、軽自動車に乗せて、壊れないようにソ

ロソロと運転したそうです。みんなで分け

てもらって食べたところ、味、香りは最高

でしたね。…10月9日 （金）

な
お
と

▲
鈴
木
直
登
さ
ん
（
上
君
田
）
撮
竪

ノ里

それいゆ病院を慰問金沢暴字さんあげたいですものね。…10月4日 （日）
（有明町）鑓蕊瀧鷺麹鍵瑳議鍵鱗鴬謹議藤争華驚識製織､儲: 綴識

鍵 ヨーロッパの3か国を訪問

まい

日舞を学んでいます舞の会

では、昨年に続き、敬老の日

に高萩それいゆ病院を慰問

し、会員による日舞を披露し

ました。患者さんからは拍手

や「ありがとう」の言葉をい

ただくなど喜んでいただきま

した。…9月15日 （火）

#|灘

露
峰
野
』

雛

影
金賀フミさん

（安良川） き
社
ド
た
の
も

浜辺の清掃活動

i 大きいのには、驚きました。栗田清子さん
(石滝）研修で得た体験や知識を生かし

たいと考えています。…9月

15日 （火）から26日 （土）

＃
蕊
辮

§：
ー

草刈り奉仕作業評f

列島クリーンキャンペーンとして、連合茨城県北地域高萩地区さわだいし かつみ

沢田石克己さん協議会のメンバー約50人で、高萩海水浴場の浜辺の清掃活動を行
（高萩地区協議いました。快適な環境づくりのために、次回は、 さらに会員の家
会事務局長） 族の参加も呼びかけていこうと考えています。…9月20日（日）

もち米の収穫は約10俵

黄金色に実ったも

ち米を、全校生徒で

刈り取りました。僕

は、稲刈りの経験が

あまり無く、気がつ

いたら泥だらけでし

た。収穫は約10俵

もあり、 1 1月1日

（日）の文化祭でも

ちをついてみなさん

よ。…10月14日(水)、 ノ松

岡本光一さん
（松岡中3年）

に食べていただきました。 岡中の学校田おいしかったですよ。

⑲



参
三

諺鍵

ご糸
スポーツでいい

サンスボ１

‐

Ｉ

Ｉ

Ｌ

、

働くみなさん､そして地域のみなさんが､集い､楽しめる場として進めてきま

した野外スポーツ施設『サンスポーツランド高萩jが完成し､11月中旬からゲー

トボール場のみご利用いただけることになりました｡スポーツでいい汗を、また

遊歩道をのんびりと散歩してはいかがでしょうか｡この施設は､雇用促進事業団

と市が協力して建設したものです。みなさんで気持ち良く使い､ゴミの散乱や破

損のないようにお願いします。

2歳の美帆子ちゃんは、 メロンが大
きで、 とってもオシャベリな女の

，でも今日は、恥ずかしがっている
うですね。

ノハ》○こ竺斗

好
子
よ

〈施設の概要〉

場 所下手綱2， 037番地の2 丑24－3454 隔南漉寛一言==一一一壽一1
施設面積

工事費
L澤直蕊些垂竺里二旦些瞳典』
使用料及び使用時間

31, 195mg

4億1千7百万円

一一一一一一一一一～～

前
降
き

（
）

円

円

ガー 〆

･---------------------4月から9月までの市のお金の動きです---------．

一一一=======．一般会計こ＝=====～‐ ～平成4年度の上半期の予算執行状況～
支出済額37億8千5百万円/一収入済額 53億2千4百万円(48％）

〆
》

n 表は、平成4年度(平成4年4月から平成5年3月）

の収入と支出の平成4年9月末現在の内容です。一 1ノ剤／

予算現額109億8千9百万円

水道事業★一般会計の内訳
（支出の部）

一一二 ～～
(収入の部）

回
８

特別会計匡一 ‐一一一一＝

会 計 別

国民健康保険事業

老人保健事業

町西側土地区画整理事業

予 算 額

15億8千5百万円

22億5千3百万円

5億2百万円

収入済額

7億2千6百万円

8億2千9百万円

1億2千7百万円

支出済額

5億6千6百万円

7億9千万円

9千5百万円

⑳

一一

収
益
的

収入ホ鮒鋭

支出人件費

予算額

5億1千

6億’千

百万円

百万円

収入・支出済額

2億3千7百万円

2億5百万円

科目

土木費

総務費

教育費

民生費

予 算 額

20億9千9百万円

19億5千2百万円

16億8千2百万円

16億6千 百万円

支出割合

20％

35％

37％

40
O／
／り

債費

号の他

10億4千

25億3千9百万円

百万円 44?

36％

科目

市 税

地方交付税

国‘県支雌

市 債

その他

予 算 額

42億8千9百万円

27億8千3百万円

12億6千9百万円

5億2千5百万円

21億2千3百万円

''八雛

55％

642

16％

j％

46％

－－

資|収入艤織ど' 1億7千8百万円
本
的|支出工譜晦ど’ 3億3百万円

1億7千8百万円

予算額 収入・支出済額

3百万円

5千5百万円

－－

収
益
的

収入料金

支出修繕費

予算額

'億1千3百万円

1億6百万円

収入・支出済額

4千9百万円

3千5百万円

－－

資
本
的

収入負担金なと

支出工事費なと

予算額

2千4百万円

4千9百万円

収入・支出済額

2千3百万円

3千6百万円



総数35,431人(+

男17,483人(一

女17,948人(+

11,103世帯(=t

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｕ
３
３
０

賀
州
辿高萩赦鋤 国民健康保険税(4期)／国民年金(11月分）

お忘れな<｡ 11月30B(月）までにネ！

愈
鋤

10月1日現在

（ ）内は前月比

i瀧墨魂,淵師I
「
且
Ｆ
」 に、

はかりの定期検査を受けましょう

商工観光課…

《
《
リ福祉事務所

L

はかりの定期検査を行いますので、は

かりを取り引きや証明に使用されている

人は、必ず受けてください。なお、計量

士による検査（代検査） を受けたはかり

は、今回の検査は免除されます。また、

昨年の定期検査後（平成3年12月11日以

降） にはかりを購入し、使用された人

は、商工観光課まで連絡してください。

障害者（児）の人、 また障害児を養育

している人には、次の手当が支給されま

す。

＊特別障害者手当

身体や精神の障害が重度であり、 また

重複しているなどのため、 日常生活で、

常に特別の介護を必要とする20歳以上の

人に支給されます。障害者の手帳などが

なくても、寝たきりの高齢の人でも該当

になることもあります。

支給額月額24,230円

支給対象とならない場合

・身体障害者福祉施設に入所している

とき。

、病院や診療所に継続して3か月を超

えて入院しているとき。

所得による支給制限

・本人、その配偶者または扶養義務者

の前年の所得が、それぞれ一定額以

上ある場合は､支給停止になります。

＊障害児福祉手当

身体や精神に重い障害があるため、 日

常生活において常に介護を必要とする

20歳未満の人に支給されます。

支給額月額13,180円

支給対象とならない場合

・障害を支給事由とする年金などの給

付を受けることができるとき。

・児童福祉施設に入所しているとき。

所得による支給制限

．特別障害者手当と同じです。

＊特別児童扶養手当

支給額特別児童1級43,690円

特別児童2級30,930円

支給対象とならない場合

･障害児福祉手当と同じです。

所得による支給制限

・受給資格者、その配偶者または扶養

義務者の前年の所得が、それぞれ一

定の額以上である場合は、支給が停

止されます。

検査月日

12月1日 （火）

時 間

10:00～15 :00

と こ ろ

旧高萩市商工会

秋山小学校

上手綱生活改善センター

10 :00～11 : 30

13:00～14: 0012月2日 （水）

JA高萩松岡支店
有明町集会所

烏曽根三代商店前

下大能川松商店前

上大能国井商店前

上君田生活改善センター

下君田松本商店前

恒和化学工業㈱高萩工場

旧高萩市商工会

14: 10～15 : 00

10 ：0()～15 :0012月3日 （うけ
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飼い犬の登録と予防注射を 気圧の単位が"ﾍｸﾄパｽｶﾙ"に

庶務諜擬蕊澱壷23-2111内線311
、 , 少. P ㎡ ｡ 仏骨 ､ h ノノ

生後91日以上の犬の飼い主は、狂犬病

の予防のために、毎年1回、犬の登録と

狂犬病予防注射を受けさせることになっ

ています。生後91日以上の犬を飼ってい

る人は、保健センターで登録の手続きを

取ってください。室内で飼う小さな犬と

か猟犬などの区別はなく、全ての犬が対

象になります。

また、次のことを守ってください。

◎最寄りの動物病院で、犬に狂犬病予防

注射を受けさせ、獣医師の指示に従っ

て登録手続きを取ってください。

◎鑑札と注射済み票は、犬の首輪に必ず

つけてください。

◎犬はつないで、特定犬は、オリの中で

飼いましょう。

気象庁では、気象情報の気圧の単位

を、 これまでの“ミリバール”から“ヘ

クトパスカル”に変えることになりまし

た｡新しい単位の“ヘクトパスカル”は、

12月1日(火)から使用することになりま

す。 11月30日(月)までに製造された気圧計

は、今後も検定を受けて使用することが

できます。
ｰ

1ミリバール＝1ヘクトパスカル

1第2回松岡地区公民館まつり】
と き 1 1月29日 （日）

午前9時から午後3時まで

ところ松岡地区公民館

＊家庭で不用となっている日用品などが

ありましたら、 日用品即売会にどうぞ。
恋24－0424

4，
「
Ｊ
Ｆ
Ｌ

茨城県最低賃金の改定

h廷 ノ

茨城県最低賃金を次のように改定し、

10月1日から実施することになりました

1 日 4,386円

1時間 550円

Oみなさんのちょっとした工夫などをご通路ください｡ jｶﾑj"f動課a23-2"I内線〃2⑳

：

鍵
壷23-2111内線462

盆2： 2111内線31

保健センター

…

念24-2121

茨城労 岬冒判跨
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幼稚園入園のための健康診断
F 可
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教育委員会 念23-1131ｽｷｰ映画とスキーグッズ抽選会
平成5年4月に入園するお子さんの健

康診断を、入園する幻稚園で行います。
念23-2552

ノ畦

まもなくスキーシーズンの幕開けです。

高萩市スキー連盟では、恒例のスキー映

画の上映とスキーグッズの抽選会を開き

ます。みなさん、ふるって参加してくだ

さい。

と き 11月28日 （土）

午後6時から8時30分まで

ところ大心苑セミナールホールNO.1

内容 ・スキー映画の上映

・スキーグッズの抽選会

参加費無料

11月19日附

11 善
人権相談にどうぞ

香典返しの一部
中野勇さん・秋山(100,000円）

社会福祉へ
老人福祉大会益金（46,208円）／エイ

ト ・ワン・ホー会(14,000円) /

高萩山草会(15,000円）

艤艇ん高萩,時計,値，
*10月号の善意の窓で、間違いがありま

した。次のように訂正しておわびします

秋山中学校へ

山村電設（親時計1個と消火器スタンド

1 5個）

香典返しの一部
中野勇さん・秋山（100,000円）

社会福祉へ
老人福祉大会益金（46,208円）／エイ

ト ・ワン・ホー会（14，000円） ／

高萩山草会（15,000円）

艤艇ん高萩,時計,値，
＊10月号の善意の窓で、間違いがありま

した。次のように訂正しておわびします

秋山中学校へ

山村電設（親時計1個と消火器スタンド

1 5個）

香典返しの一部
中野勇さん・秋山（100,000円）

社会福祉へ
老人福祉大会益金（46,208円）／エイ

ト ・ワン・ホー会（14，000円） ／

高萩山草会（15,000円）

艤艇ん高萩,時計,値，
＊10月号の善意の窓で、間違いがありま

した。次のように訂正しておわびします

秋山中学校へ

山村電設（親時計1個と消火器スタンド

1 5個）

昭和23年12月10日は、国際連合総会で

「世界人権宣言」が採択された日です。

これを記念して、 12月4日から10日まで

は、人権週間となっています。そこで第

3回特設人権相談を開設します。

と き 12月4日 （金）

午前10時から午後3時まで

ところ市民センター 2階

内容士地や家屋の借地借家、財産の

相続、金銭の貸借など

相談貝水戸地方法務局職員

人権擁護委員

「
Ｊ
Ｆ
Ｌ●

市立幼稚園園児の絵画展

識鐵溌f蕊（
） 廷

市立幼稚園（第一・松岡・東・秋山幼

稚園）園児の絵画展を開きます。

と き 11月21日 （土）から24日

（火）最終日は正午まで

ところ市民センター

蕊議識議 1
●

第13回産業祭と第21回みんなの消費生活展

●
r 可

Lヨ

ノ婁謹謹蕊譲篝慧議謹篝謹篝篝議鍾謹議蕊蕊議謹議譲蕊：識L

国民年金の相談にどうぞ ところ市民体育館、中央公民館、文化

会館駐車場

出店等常陸牛ステーキコーナー、第

22回高萩まつり写真展、ほか

市内の産業の紹介や産物の展示即売

会、消費生活展などもりだくさんです。

と き11月21日 （土） と22日 （日）

午前9時から3時まで年々、長寿社会が進み、国民年金は、

長い老後や万一のときのためになくては

ならないものになっています。そこで、

－ 一人でも多くの人が年金を受給して、安

一定した生活が送れるように、国民年金の

相談を行います。

国民年金保険料を納められない場合や

未納にしてしまった場合どうしたら良い

かなどについて気軽にご相談ください。

相談員社会保険事務所の専門官

相談時間いずれも午前9時30分から

午後3時30分まで

持参するもの国民年金手帳、国民年金

保険料納付書、厚生年金などの

加入期間のわかるもの（年金手

帳や保険証など） 、印鑑

）て〃

おう〃

（月）第18回高萩市民音楽祭く入場無料〉

午後1時から3時30分まで

保育園児、小・中学生、市民吹奏楽団・合唱団他

午後5時から6時30分まで

11月23日

発表の部

＊出演

鑑賞の部

12月13日（月）

熊榊ﾘズﾑ繩&ｬ ‘ｺﾝｻｰﾄ
＊出演猪俣猛と文月、他

＊開演午後1時

＊前売券発売中

＊入場料一般……1,000円

高校生以下…500円

2月27日（土）

香西かおり歌謡ショー 繊
★プレイガイド★

国民年金保険料の納付が困難な

保険料免除の申請も受け付けま

希望する人は手続きにおいで〈

＊なお、

場合は、

すので、

ださい。

⑳

譲蕊鍵蕊蕊蕊灘灘 灘驚灘灘識識難
……

類蕊騨卿溌燕轆騨2 灘

幼稚園名 実施日 時 間

松岡

第一

東

11月10日㈹

11月17日㈹

11月18日(水）

秋山

午後

1時30分

から

, ､ ' 筈､ ､ 署,専一 ､‐ ;''-,､_ 号,－ 善,､暑 'F ‘ - ,4', ,--

市民認 T恐毎蕊蕊騨蟻簿迩＆
串 ､ ､ 鍔 鍔､ き ､ ､- ~ ' ご串 ご許t [ ユ 龍ゴ唖 <'鱈､ 鍔ゴ 』 ､ ､ ~

_ " い』 ､〃3．、‘" ‘ぶゞ"":! 』二 ざ、輝≦〆逢"－－､､ …"" 蓮

馥晶 唖中, ,1 , 1 , 鳴, 申, ,鳴 ;,,, 『, ,' , , 1

1総鵜驚蹴哩
，' ' ,' , ' ､,､ :､ ,l '1, ､ , ､ '
': ,1 ､ ’ , ' ,' ’ ､' 1' 1'''' '' 11 ‘' ,'，' ' '‘'

萄工1 壷23
霊 …群

2111

探険年金課 金23-2111内線232
ざ ． ノ

と き

11月16日（月）

11月17日（州

11月18日（水）日（水）

11月 日（木）

と こ ろ

市民センター

松岡地区公民館

勤労青少年ホーム

向洋台集会所
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第41回市民駅伝競争大会
今
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第22回高萩まつり写真展
◎◎11月の土曜閉庁は，

、 14日／28日です。

◎市役所 恋23－2111㈹。

と き 12月13日 （日）小雨決行

スタート 市役所前、午前10時スター｜

対象者中学生、高校生、一般

参加費 lチーム 1,000円

申し込み期間 11月24日 （火）から

12月4日 （金） まで

代表者会議12月4日 （金）午後6時

中央公民館

テーマ高萩まつり

サイズ白黒・カラーキャビネ判以上で

パネル板にはってください。

応募資格どなたでも応募できます。

枚数 1人3枚までで単写真（連続写

真や組写真は不可)に限ります。

作品第22回高萩まつり （2日間） を

撮影したもので未発表のもの

応募方法応募票（商工観光課に用意）

に記入し、作品の裏にフイルム

を添付して応募ください。応募

者全員に記念品をさしあげます。

締切り 11月19日 （木）必着

発表11月21日 （土） と22日 （日）の

産業祭に展示をもって発表とし

ます。

灘識鍵鍵鍵鍵蕊譲灘灘蕊難蕊鐵灘蕊鱗蕊鍵蕊■

弾 「
ヨ
Ｆ
Ｌ 上』

健康体操繩鱗鵯'12旦鱒器相談室
鈴木清相談員／市民活動課内線261

湧騨蝿謎鰕撫黙
市民活動課･内線261

噸・鯛鯛雪員曜日J午前，
保健センター壷24-2121

馳鯛鱸驚軍話で打ち合わ
高萩小学校壷23-4240

蝿溌鰯霊駕鹸上‐
壷22-5683／福祉協議会･内線354

騨鯛鼠鯛需鴬鰯1～
狂22-5683／福祉事務所･内線352

凝下純子さん 盆23-5404
ノに

健康づくりに、ご一緒にいかがですか。

活動日毎週水曜日

午前10時から11時まで

活動場所市民センター（春日町）
1－

費用無料

用意するもの体操服

＊申し込みは､電話､または直接どうぞ。
F可

レゴ

r可

L』

第4回海外派遣事業
『
且
Ｆ
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国際電話をかけませんか教育委員会内ﾐ ::高萩市国際交流協会
念23-1131ノヒ

青少年の海外交流を通して国際理解を

深め、国際社会を担う青少年の育成のた

め、海外派遣事業の参加者を募集します‘

と き平成5年4月1日(木)から

4日 （日）まで

ところグアム （アメリカ合衆国）

対象者市内の中学生（現在の2年生）

募集人員 14人

参加費75,000円（海外旅行損害保険料

を含む）

募集締切 11月30日 （月）

産業祭のとき、国際通話の無料サービ

ス行いますので、申し込みください。

通話期間 11月21日 （土） と22日 （日）

午前の部…11時から12時まで

（アジア､アメリカ､オセアニア地域）

午後の部…2時から3時まで

（西欧、アフリカ、中近東地域）

ところ市民体育館内KDDコーナー

募集人員と通話時分両日とも午前の部、

午後の部にそれぞれ10人ずつと

し、 1人につき約3分間です。

応募者多数の場合は、抽選によー
り決定し、後日、連絡します。

通話料無料

対象者市内に住んでいる人

応募方法官製ハガキに､通話者の住所、

氏名、年齢、職業、電話番号、

通話希望日時、そして相手の住

所、氏名、都市名、電話番号を

記入のうえ､11月18日（水）

までに申し込みください。

申し込み先壷318高萩市石滝650KDD

茨城衛星通信所広報課へ

瀧調‘遡臘閾
11月27日(金)／午前9～12時／市民センタ

ー盆22-5683／身体障害者手帳とハンコ

を持参のこと｡／福祉事務所･内線353

雛職獣謝柵蝉需
ネ｡/教育委員会指導課窓23 1131

人鰯爵鯛嘉麗駕謝
鈴木廣美さん(上君田) ，原口咲子さん(春日町) ，

大平喜美子さん(本町)へ。

駕騨蝿鬮態蕊鰯鰻
水戸自動車保険請求相談センター･水戸市

南町3-4-57／水戸セントラルビル4階盃

(0292)25-1331／弁護士相談日は毎週水

曜日午後1～4時／電話(直通)での相談

は念(0292)26-1693

1第旧ｨｽｸゴﾙﾌ銅ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ絵↑
教育委員会

識織職溌灘･譲蕊蕊蕊霧鍵景謬L

と き 11月22日 （日）

午前10時30分から午後3時

ところ大心苑

対象者一般のみなさん

参加費 1人1,000円

(1歳8未満は500円）

募集人員先着72人

旧立市｜

･生涯学習の祭典百年熟フエスタ'92
と き 1 1月14日 （土） と15日 （日）

ところ 日立シビックセンター、 日立新都市広場(JR日立駅前）

内容★市民教授のイベント （文化・芸能・スポーツなどの講座

★市民団体、企業などの各種コーナー★フオーラム、講演

＊詳しくは、ひたち生き生き百年塾推進本部

事務局：生涯学習室 証0294 22-3111

講演

12月の日曜当番医
う
１
３

９
１
６
１
２
３

２
３
２
２
恋
恋’

十王町’
実演､指導）

会なと
唱Z且
時間は， いずれも午前9時から午後4時までです。

⑳

．..． ： 、

數育委員会 漁圭ざ。 〆癒23-1131
；

騨騨溌謹蕊溌蕊き””,職2

KDD茨城衛星通信所広報課念24一
イ マ沖榊

三

閉'29

甥咄

蕊灘
穴ワ可－11魚1

6日 白士医院 東本町

13日
諸原医院

卜王底 涯PｸI言

2()日 立花医院

宍戸医院

東本町

安艮川

高戸
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これは、数年前までの高萩海岸の惨状です。それが離岸堤の設置により、現在の砂浜が出現し
ほうふつ

ました。いや､復元と申しましょう､戦前の松原町の名に恥じない白砂青松の浜辺を坊佛とさせる

ものがあるからです｡今後もお互いに環境保全に努め､清浄な砂浜を後世に残したいものです。

ぴ わ ばか こ ふん

琵琶

剣古墳上に並べられ
えんとうはにわ

円筒埴輪…古墳時

のもの（東京国立

物館蔵）

轤蕊蕊識溌
識『識

鍵鍵議議
赤水は鎖国の中から世界
を見て､情報を集め地図を

書き､61歳から江戸に出て、

殿様の先生として活躍しま

した。生涯勉強一筋で､現

在の国際化･情報化･高齢化

社会､そして､生涯学習を地

でいくような高萩市民の大

先輩。 ともかくすごい人だ

ったんですね。 （春）

10月に開かれた“働く女
性のステップァッフ° ・フォ

ーラム”に出席しましたが

これは男性、特に管理職の

人に聞いていただきたかっ

た…。まだまだ女性の意識

改善が必要ですが、同時

に、職場環境の改善も進め

ていかなくては、男女双方

にとって不幸です。 （ヒロ）

3世紀から7世紀にかけて、

古墳と呼ばれる小山のように大

きい墓が、 日本各地で造られて

います。 6世紀後半から7世紀

初めに造られたとみられる「琵

琶墓古墳(赤浜740)」は、長さ

43メートル、幅35メートルの前

方後円墳で、内部には20トン以

上の石を使って、石室と呼ばれ

る埋葬用の施設が設けられてい

ます。パワーショベルなどの機

械がない時代に、人力だけで古

墳を造ることは、一大土木事業

だったにちがいありません。

一
．
）

▲琵琶墓古墳

市民憲章
1 ．自然をたいせつに｡し,'美しいまちをつくりましよ‘う

1.きまりを守り，明るいまちをつくりましょう ＝ 、

1.礼儀を正しくし， うるおいのあるまちをつくり．ましよう

1.元気で働き，豊かなまちをつくりましょう

1.思いやりのある，あたたかいまちをつくりましょう

ご詮議、

この市報は,エコマーク認定の再生紙を使用しています。

⑳


